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私
の
郷
里
で

は
「
難
し
い
」

こ
と
を
「
い
た

し
い
」
と
言

い
、
「
易
し

い
」こ
と
を「
み

や
し
い
」
と
言

う
。
感
覚
を
表

す
方
言
は
方
言

と
意
識
し
な
い
で
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
▼
高
校
時

代
に
同
級
生
が
全
国
規
模
の

模
擬
試
験
で
英
語
の
「
ｅ
ａ

ｓ
ｙ
」
を
「
み
や
し
い
」
と

訳
し
て
勿
論
減
点
さ
れ
た

が
、
な
ぜ
減
点
さ
れ
た
か
分

か
ら
な
か
っ
た
の
を
思
い
出

す
▼
こ
の
よ
う
に
単
純
に
言

い
換
え
れ
ば
標
準
語
に
な
る

方
言
も
多
い
が
、
標
準
語
で

は
表
せ
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

方
言
で
は
表
せ
る
場
合
も
あ

る
▼
標
準
語
で
は
石
を
噛
ん

で
も
ス
ル
メ
を
噛
ん
で
も「
固

い
」
と
言
う
が
、
ス
ル
メ
の

場
合
に
は
「
し
わ
い
」
と
使

い
分
け
る
地
方
が
あ
る
▼
同

じ
「
固
い
」
で
も
明
ら
か
に

違
う
感
覚
で
あ
り
、
標
準
語

は
こ
れ
ら
を
区
別
す
る
能
力

を
失
っ
て
い
る
▼
標
準
語
よ

り
も
方
言
の
方
が
豊
か
な
表

現
力
を
持
っ
て
い
る
一
例
で

あ
ろ
う
▼
国
語
の
時
間
に
教

え
る
の
は
標
準
語
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
日
常
の
場
面

で
は
方
言
が
使
い
続
け
ら
れ

て
い
る
の
は
方
言
の
方
が
生

活
感
覚
の
表
現
に
適
し
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
▼
昨
今
は
な

ん
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫

ば
れ
て
い
る
が
ロ
ー
カ
ル
の

良
さ
を
見
直
す
こ
と
も
大
事

だ
と
思
う
。（
菅

知
之
）

身近な都市問題� 利用者である君たちはこの街をどう思う？�

現
代
は
交
通
技
術
や
情
報
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
社
会
に
な
り
、
科
学
技

術
の
進
歩
は
加
速
し
、
社
会
や
経
済
の
シ
ス
テ
ム
や
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
変
化

も
早
く
な
っ
て
い
る
。
学
生
達
は
、
社
会
に
お
い
て
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
が
あ
ふ
れ

て
い
る
中
で
、
そ
れ
ら
を
取
捨
選
択
し
、
自
分
に
有
用
な
も
の
を
見
つ
け
、
自
ら
の
成
長
の

糧
と
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
文
系
、
理
系
を
問
わ
ず
教
養
科
目
の
学
習
を
通
し
て
、
社
会
や
経
済
の
一
般

常
識
を
増
や
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
の
学
習
を
通
し
て
将
来
自
分
が
身
を
置
く
で

あ
ろ
う
分
野
に
お
け
る
基
礎
的
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

大
学
は
、
高
等
教
育
を
す
る
施
設
で
就
職
す
る
た
め
の
教
育
を
す
る
場
で
は
な
い
と
い
う

考
え
方
も
あ
る
が
、
大
学
在
学
期
間
が
就
職
の
た
め
の
準
備
期
間
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
学
生
諸
君
が
ど
の
程
度
自
覚
し
て
い
る
か
疑
問
に
思
う
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
る
。
た
と
え
ば
、
授
業
中
の
受
講
態
度
に
お
け
る
積
極
性
の
な
さ
や
進
路
指
導

時
の
応
答
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
代
は
都
市
の
時
代
と
い
わ
れ
、
わ
が
国
で
は
９
割
の
人
が
都
市
に
住
ん
で

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
都
市
は
交
通
混
雑
、
騒
音
、
大
気
汚
染
、
地
球
環
境
問
題
や
公
共
交

通
及
び
中
心
市
街
地
の
衰
退
な
ど
の
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
問
題

は
、
人
間
社
会
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ
る
。
多
様
な
人
々
が
居
住
し
、
各
種
の
社
会
・
経
済

活
動
や
家
庭
生
活
を
行
う
た
め
の
場
所
で
あ
る
都
市
に
お
い
て
、
各
種
施
設
を
多
様
な
価
値

観
を
持
つ
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
満
足
で
き
る
よ
う
に
造
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
過

程
で
、
人
々
の
需
要
と
供
給
の
不
調
和
現
象
及
び
各
種
活
動
に
伴
う
環
境
影
響
が
発
生
し
た

の
が
、
都
市
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
都
市
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
人
間
・
社
会
の
行
動
原
理
に
基
づ
い
た
都

市
計
画
技
術
を
開
発
し
、
そ
れ
を
適
切
に
都
市
開
発
及
び
保
全
に
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
現
在
の
都
市
計
画
技
術
と
そ
の
実
施
体
制
に
は
限
界
が
あ
り
、
早
急
な
問
題
解
決
は

難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
体
の
ガ
ン
の
よ
う
に
都
市
問
題
の
一
部
に
解
決

策
の
見
つ
か
ら
な
い
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。

よ
い
都
市
を
造
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
都
市
の
あ
り
方
に
対
す
る
厳
し
い
鑑

識
眼
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
づ
く
り
は
ま
ず
人
づ
く

り
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
関
大
生
の
皆
さ
ん
に
将
来
の
都
市
づ
く
り
の

核
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

社
会
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
の
関
わ
る
社
会
と
自
分
自
身

を
理
解
し
て
、
そ
の
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
を
目
指

し
て
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
身
近
な

都
市
問
題
の
解
決
に
関
す
る
発
言
や
行
動
を
し
て
欲
し

い
。
こ
の
と
き
、
そ
れ
ら
の
行
為
が
倫
理
観
に
裏
打
ち
さ

れ
た
高
い
志
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
工
学
部
教
授
）

河
上

省
吾



学位記授与式が、３月２３日（火）関西大学
会館４階大集会室で行われ、次の３３氏に関西
大学から学位が授与された。
被授与者の学位及び博士論文名は次のとお
り。
【課程博士２２人】

○荒武 賢一朗／博士（文学）
『江戸後期・明治前期大坂地域における流通

あおもの し にょう
構造―青物・屎 尿 流通を中心に―』
○井澤 耕一／博士（文学）
おうあんせき
『王安石思想の研究』
○奥野 一生／博士（文学）
『現代離島地域の研究―多様性と課題―』
○谷口 知子／博士（文学）

アメリカがっしゅうこく し りゃく
『「美理哥合 省 国志 略」の研究』
○津田 香織／博士（文学）
『Body,Gender,and Place�A Comparative
StudyofNovelsbyThomasHardyandAsian
and African Writers』
○常松 隆嗣／博士（文学）
『近世の豪農と地域社会』
○橋本 昭典／博士（文学）

じょう
『中国古代の「 情」論
―属性をめぐる諸問題―』
○卞 鳳奎／博士（文学）
『日本統治時代における台湾籍民の海外活動
の研究』
○鷲原 知宏／博士（文学）
『ハイデガー哲学における真理と自由の問題
について』
○豊田 太郎／博士（経済学）
『アメリカ石油産業成立史研究―原油生産者
の視点から―』
○柳 偉達／博士（商学）

ほうが
『日本マーケティング史における萌芽的段階
の研究』
○小西 宏幸／博士（社会学）
『包括システムによるロールシャッハ・テス
トの反応スタイルに関する基礎研究』
○中橋 雄／博士（情報学）
『メディア・リテラシー育成に関する研究―
ディジタルメディア表現へのアプローチ―』
○藤澤 隆史／博士（情報学）
『音声と音楽の感情表現について―和音性に
関する音響心理学モデルの発話イントネーシ
ョンへの応用―』
○池田 順一／博士（工学）
『Basic Studies onMethacrylic Crosslin�
ked Resins』
○奥平 浩之／博士（工学）
『Studies on High�Performance andMul�
ti�Functional Moisture�Curable Epoxy
Resin Using Ketimine Derivatives』
○木口 忠広／博士（工学）
『Mechanistic Studies on Interpenetrati�
ng Polymer Networks Consisting of Both
Polyurethane and Polymethacrylate Net-

works』
○�野 大二郎／博士（工学）
『Theoretical Study on High Frequency

モ ス フ ェ ッ ツ
Noise of Scaled�Down MOSFETs and
Device Design Guideline』
○堂浦 真人／博士（工学）
『Syntheses of Novel Amphiphilic Prepo-
lymers and Network Polymers Based on
Free�Radical Crosslinking Monovinyl/D�
ivinyl Copolymerizations』
○藤井 勝也／博士（工学）
『金属酸化物微粒子の分散現象に関する基礎
的研究』
○堀河 俊英／博士（工学）
『Studies on pore formation mechanism
and pore structure control of porous car-
bon materials』
○無量井 尚美／博士（工学）
『細菌由来の氷結晶制御タンパク質の構造と
その機能解析』
【論文博士 １１人】

○岡本 哲和／博士（法学）
『アメリカ連邦政府における情報資源管理政
策―その様態と変容―』
○宇野 愼敏／博士（文学）
『九州古墳時代の研究』
○小林 和彦／博士（文学）
『東アジアにおける孔子廟の研究―儒教の宗
教性について―』
○朱 京偉／博士（文学）
『近代日中新語の創出と交流―人文科学と自
然科学の専門語を中心に』
○角谷 常子／博士（文学）
ちく ぼく いし

『竹・木と石からみた漢代社会研究』
○中谷 伸生（文学部教授）／博士（文学）
『日本近世近代絵画と大坂画壇の再評価』
○西山 徹／博士（文学）
『ジョナサン・スウィフトと重商主義』
○山本 幾生（文学部教授）／博士（文学）
『実在と現実』
○山本 英一（外国語教育研究機構教授）／
博士（文学）
『「順序づけ」と「なぞり」の意味論・語用
論』
○岡本 裕行／博士（工学）

ばくが こく ひ
『ビール製造工程から生じる麦芽穀皮の有効
利用に関する研究』
○和坂 貞雄／博士（工学）

ネ ー ド ル
『Studies on Improvement of theNEDOL
Coal Liquefaction Process』

○田中 俊也（文学部教授）／博士（心理
学）名古屋大学
『ターゲット探索課題における情報探索活動
についての実証的研究』
学位授与年月日は平成１６年２月２７日。
○福家 秀紀（総合情報学部教授）／博士（国
際公共政策）大阪大学
『情報通信産業の構造と規制緩和―日米英比
較研究―』
学位授与年月日は平成１６年３月２５日。

四
月
一
日
付
で
名
誉
教
授
の

称
号
を
授
与
さ
れ
た
の
は
次
の

八
氏
。
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岡
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本
学
で
は
、
夏
期
休
業
期
間

の
約
一
カ
月
、
以
下
の
四
大
学

で
語
学
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

い
る
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
き

た
語
学
を
身
に
つ
け
る
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

寮
生
活
ま
た
は
見
学
旅
行
を
通

し
て
、
外
国
の
文
化
や
歴
史
、

生
活
習
慣
や
考
え
方
を
自
分
の

感
性
で
受
け
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
教
職
員
も
同

行
す
る
た
め
、
現
地
で
は
安
心

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
、
セ
ミ
ナ
ー
修
了
者
に
は
外

国
語
科
目
の
自
由
科
目
と
し
て

「
海
外
語
学
実
習
」の
二
単
位
が

与
え
ら
れ
る
。

応
募
資
格
は
い
ず
れ
の
セ
ミ

ナ
ー
も
「
学
部
・
大
学
院
生
」

で
あ
り
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
受
付
は
、
英
語
・
中
国
語

セ
ミ
ナ
ー
は
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
事
務
室
、
ド
イ
ツ
語
セ
ミ
ナ

ー
は
外
国
語
教
育
研
究
機
構
事

務
室
で
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
受
付
は
総
合
情
報
学
部
事
務

室
で
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
今
後
の
国
際
情
勢
の

変
化
に
よ
っ
て
は
セ
ミ
ナ
ー
実

施
を
中
止
す
る
場
合
も
あ
る
。

い
ず
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
も
募
集

期
間
は
五
月
十
八
日
ま
で
。

【
復
旦
大
学
】

実
施
期
間

七
月
三
十
一
日
〜

八
月
二
十
八
日

募
集
人
員

三
十
人

参
加
費
用

約
三
十
万
円

�
研
究
者
用
宿
舎
に
て
生
活
�

【
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
】

実
施
期
間

七
月
三
十
一
日
〜

八
月
二
十
九
日

募
集
人
員

二
十
人

参
加
費
用

約
四
十
五
万
円

�
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式
�

【
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
】

実
施
期
間

八
月
六
日
〜

九
月
六
日

募
集
人
員

二
十
人

参
加
費
用

約
四
十
五
万
円

�
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式
�

【
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
】

実
施
期
間

八
月
一
日
〜

九
月
一
日

募
集
人
員

二
十
人

参
加
費
用

約
三
十
五
万
円

�
大
学
の
寮
に
て
生
活
�

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学

科
の
大
場
謙
吉
教
授
が
、
日
本

機
械
学
会
バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
部
門
二
〇
〇
三
年
度（
第

九
回
）
功
績
賞
を
受
賞
し
た
。

同
賞
は
バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
部
門
に
関
連
す
る
学
術

・
教
育
・
出
版
・
国
際
交
流
な

ど
の
分
野
で
部
門
の
発
展
に
寄

与
し
た
個
人
に
贈
ら
れ
る
賞
で

あ
る
。

大
場
教
授
は
本
学
に
お
い
て

長
年
に
わ
た
り
レ
ー
ザ
ー
に
よ

る
流
れ
の
可
視
化
法
と
計
測

法
、
血
液
循
環
系
・
呼
吸
器
系

の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
と
人
工

臓
器
、
模
擬
血
液
、
動
物
の
遊

泳
と
飛
行
の
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク

ス
な
ど
の
研
究
を
続
け
て
き
た

が
、
今
回
の
受
賞
は
同
教
授
が

日
本
機
械
学
会
の
バ
イ
オ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
を
先
駆
的

に
導
き
、
わ
が
国
の
生
体
機
械

工
学
の
普
及
と
発
展
に
果
た
し

た
多
大
の
功
績
に
対
す
る
も
の

で
あ
る
。

授
賞
式
は
一
月
二
十
二
日
に

北
九
州
市
の
北
九
州
国
際
会
議

場
で
開
催
さ
れ
た
第
十
六
回
バ

イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
講
演

会
で
行
わ
れ
た
。
大
場
謙
吉
教

授
は
一
九
九
八
年
度
に
第
七
回

業
績
賞
を
受
賞
し
て
い
る
た

め
、
日
本
機
械
学
会
バ
イ
オ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
で
は
二

度
目
の
受
賞
と
な
る
。

平
成
十
五
年
度
の
グ
リ
ー
ン

・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ケ
ミ
ス
ト

リ
ー
賞
（
Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞
）
の
文
部

科
学
大
臣
賞
が
工
学
部
石
井
康

敬
教
授
に
授
与
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
、
去
る
三
月
八
日
に
授

与
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
賞
は
化
学
に
関
わ
る
研

究
者
が
社
会
的
責
任
を
自
覚

し
、
人
と
環
境
の
安
全
を
目
指

し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
っ
た
業
績
に
対
し
、
授
与

さ
れ
る
権
威
あ
る
賞
で
あ
る
。

石
井
教
授
の
研
究
成
果
「
環

境
調
和
型
新
規
酸
素
酸
化
法
の

創
成
と
そ
の
工
業
化
」
は
多
数

�
招
へ
い
研
究
員

◇
ビ
ア
リ
ス
ト
ッ
ク
大
学
法
科

大
学
院
刑
法
・
犯
罪
学
研
究
所

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
の
Ｅ
�
Ｐ
ｌ

ｙ
ｗ
ａ
ｃ
ｚ
ｅ
ｗ
ｓ
ｋ
ｉ
所
長

が
四
月
十
二
日
〜
五
月
十
一
日

の
間
、
大
学
院
（
法
務
研
究
科

山
中
敬
一
教
授
）
受
入
れ
の
も

と
、
組
織
犯
罪
対
策
立
法
の
国

際
比
較
研
究
に
関
し
て
本
学
教

員
と
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
二

度
に
わ
た
り
講
演
会
を
開
催
す

る
な
ど
研
究
者
・
大
学
院
生
と

の
交
流
を
図
っ
た
。

◇
ア
ジ
ア
工
科
大
学
院（
タ
イ
）

の
Ｎ
ｏ
ｐ
ｐ
ａ
ｄ
ｏ
ｌ

Ｐ
ｈ

ｉ
ｅ
ｎ
―
ｗ
ｅ
ｊ
助
教
授
が
五

月
七
日
〜
六
月
十
日
の
予
定

で
、
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構

（
工
学
部
楠
見
晴
重
教
授
）
受

入
れ
の
も
と
、
岩
盤
構
造
物
の

計
画
・
設
計
及
び
安
定
性
に
関

し
て
、
岩
盤
不
連
続
面
を
考
慮

し
た
安
定
解
析
法
に
つ
い
て
本

学
教
員
と
共
同
研
究
を
行
っ
て

い
る
。
研
究
期
間
中
は
実
験
・

実
習
な
ど
を
通
じ
、
他
の
研
究

者
と
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

◇
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
（
ド
イ

ツ
）
の
Ｇ
ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ

Ｗ

ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
教
授
が
五
月
二
十
日

〜
十
月
十
五
日
の
予
定
で
、
法

学
研
究
所
（
法
学
部
�
原
力
三

教
授
）
受
入
れ
の
も
と
、
国
際

刑
法
、
国
際
司
法
共
助
、
国
境

を
越
え
る
犯
罪
対
策
、
刑
法
に

よ
る
過
去
の
克
服
な
ど
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
本
学
教
員
と
共
同

研
究
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
研

究
期
間
中
は
関
連
資
料
の
収
集

及
び
他
の
研
究
者
と
交
流
を
図

り
、
講
演
会
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。

◇
ハ
ン
ガ
リ
ー
学
術
院
心
理
研

究
所
の
Ｆ
ｕ
ｌ
ｏ
ｐ

Ｍ
ａ
ｒ

ｔ
ａ
上
級
研
究
員
が
五
月
二
十

七
日
〜
九
月
三
十
日
の
予
定

で
、
社
会
学
部
土
田
昭
司
教
授

受
入
れ
の
も
と
、
競
争
・
共
同

概
念
に
対
す
る
連
想
に
つ
い
て

の
比
較
文
化
心
理
学
研
究
に
関

し
て
本
学
教
員
と
共
同
研
究
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
研
究
期
間

中
は
関
連
資
料
の
収
集
及
び
他

の
研
究
者
と
交
流
を
図
り
、
講

演
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。

の
候
補
の
中
か
ら
見
事
選
ば

れ
、
こ
の
栄
え
あ
る
受
賞
に
輝

い
た
。

石
井
教
授
の
研
究
は
、
も
は

や
改
善
の
余
地
な
し
と
言
わ
れ

て
い
た
化
学
工
業
に
お
け
る
酸

素
酸
化
に
、
全
く
新
し
い
高
活

性
有
機
触
媒
を
登
場
さ
せ
、
こ

れ
ま
で
環
境
汚
染
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
過
剰
消
費
に
つ
な
が
っ
た
諸

問
題
を
、
一
挙
解
決
に
導
い
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
業
績
は
現
在
、
世
界
中

の
注
目
を
集
め
て
お
り
、
本
学

発
の
画
期
的
新
酸
化
法
と
し

て
、
今
後
、
世
界
の
化
学
工
業

で
広
く
利
用
さ
れ
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

夏期語学セミナー
受付締切せまる�

５月１８日まで

バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
功
績
賞

大
場
謙
吉
教
授
が
受
賞

Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

石
井
康
敬
教
授
が
受
賞

工学部
石井康敬教授

工学部
大場謙吉教授

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
は
、

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
先
進

的
な
研
究
施
設
や
実
験
装
置
が

活
用
さ
れ
て
い
る
研
究
現
場

で
、
実
体
験
し
、
科
学
技
術
に

対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
、

学
ぶ
意
欲
を
育
て
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
、
文
部
科
学
省
主

催
で
十
年
ほ
ど
行
わ
れ
て
き

た
。
三
月
二
十
五
日
（
木
）
か

高校生１２人が
最先端実験に挑む
サイエンスキャンプ

ら
二
十
七
日
（
土
）
の
二
泊
三

日
の
日
程
で
、
関
西
大
学
工
学

部
で
も
、
ス
プ
リ
ン
グ
サ
イ
エ

ン
ス
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ

た
。応

募
者
の
中
か
ら
、
小
論
文

の
審
査
を
パ
ス
し
た
高
校
生
十

二
人
（
女
子
二
人
）
が
、
東
は

東
京
都
、
西
は
佐
賀
県
か
ら
参

加
し
た
。「
地
球
の
未
来
を
支
え

る
科
学
〜
先
端
機
能
物
質
を
体

験
し
よ
う
〜
」
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
次
世
代
太
陽
電
池
を

作
っ
た
り
、
不
凍
タ
ン
パ
ク
質

を
抽
出
し
た
り
、
電
子
顕
微
鏡

や
Ｘ
線
解
析
装
置
を
用
い
た
実

験
を
行
っ
た
り
し
て
、
普
段
経

験
で
き
な
い
体
験
を
味
わ
っ
て

も
ら
っ
た
。

参
加
し
た
高
校
生
た
ち
か
ら

は
、「
事
故
も
な
く
無
事
３
日
間

修
了
し
、
最
先
端
の
研
究
設
備

や
機
械
な
ど
に
触
れ
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
あ
り
、
担

当
し
た
化
学
系
有
志
教
員
一
同

も
ほ
っ
と
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
工
学
部

助
教
授

河
原

秀
久
）

大
学
大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

●
イ
ン
タ
ー
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
教

育
科
目
「
テ
ー
マ
ス
タ
デ
ィ
」

の
新
設
と
「
総
合
コ
ー
ス
」
の

廃
止従

来
の
「
総
合
コ
ー
ス
」
の

役
割
を
吸
収
し
、
新
た
な
学
部

横
断
的
全
学
共
通
科
目
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
十
七
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
フ

ァ
カ
ル
テ
ィ
教
育
科
目
「
テ
ー

マ
ス
タ
デ
ィ
」
を
新
設
す
る
こ

と
が
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構

委
員
会
（
平
成
十
六
年
三
月
二

十
九
日
開
催
）
で
了
承
さ
れ

た
。
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、「
総

合
コ
ー
ス
」
は
平
成
十
六
年
度

を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
。

●
東
大
阪
市
、
茨
木
市
、
高
槻

市
教
育
委
員
会
と
の
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定
を
締
結

標
記
に
つ
い
て
は
、
大
阪

府
、
神
戸
市
、
大
阪
市
、
長
岡

京
市
に
続
い
て
、
本
学
と
同
市

の
教
育
の
充
実
・
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
連
携
協

力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る

も
の
で
あ
り
、
あ
ら
た
に
各
市

の
小
・
中
学
校
な
ど
と
の
連
携

が
可
能
に
な
る
。
近
隣
の
地
方

自
治
体
と
協
定
を
結
び
、
学
校

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
は

じ
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
連
携

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

●
工
学
部
電
子
工
学
科
の
名
称

変
更現

行
の
教
育
研
究
の
対
象
及

び
範
囲
を
的
確
に
表
現
す
る
た

め
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
学
科
名
称
を
電
子
情
報
シ
ス

テ
ム
工
学
科
に
変
更
す
る
。

●
関
西
大
学
法
科
大
学
院
開
設

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
と
現
代
中
国
ビ
ジ
ネ

ス
法
」

本
学
の
特
別
研
究
・
教
育
促

進
費
等
に
よ
る
助
成
費
を
受

け
、標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
研
究

代
表
者
・
久
保
宏
之
法
科
大
学

院
教
授
）
が
五
月
二
十
八
日
、

二
十
九
日
に
百
周
年
記
念
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

●
陳
舜
臣
展
開
催
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム作

家
陳
舜
臣
氏
か
ら
著
書
約

二
百
余
冊
が
寄
贈
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
、
総
合
図
書
館
で
展

示
会
が
開
催
（
五
月
十
〜
十
六

日
）
さ
れ
、「
陳
舜
臣
氏
―
そ
の

人
と
文
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
山
野
博
史
法
学
部
教
授

の
講
演
、
陳
氏
、
河
田
悌
一
学

長
、
吉
田
永
宏
文
学
部
教
授
の

て
い
だ
ん

鼎
談
に
よ
る
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
五
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

文
学
部
四
年
次
生
山
田
沙
知

子
さ
ん
が
水
泳
女
子
自
由
形
四

百
�
と
八
百
�
で
ア
テ
ネ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
代
表
に
選
ば

れ
た
。

ま
た
、
同
じ
く
文
学
部
四
年

次
生
の
下
小
鶴
綾
さ
ん
が
、
女

子
サ
ッ
カ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア

ジ
ア
予
選
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｆ
と

し
て
活
躍
し
た
。

な
お
、本
学
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
出
場
が
予
定
さ
れ
て
い

る
学
生
の
壮
行
会
が
六
月
十
六

日
（
水
）、
十
二
時
十
分
か
ら
総

合
図
書
館
前
で
開
催
さ
れ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

本

学

学

生

ア
テ
ネ
五
輪
に
出
場
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誉誉誉誉誉誉誉
教教教教教教教
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講

師

名
誉
教
授網

干

善

教

名
誉
教
授奥

村

郁

三

名
誉
教
授青

木

晃

文
学
部
教
授

�

橋

隆

博

文
学
部
教
授

高

橋

誠

一

文
学
部
教
授

大

濱

眞

幸

文
学
部
教
授

田

中

登

文
学
部
教
授

西

本

昌

弘

名
誉
教
授山

岡

泰

造

法
学
部
教
授

山

野

博

史

名
誉
教
授上

井

久

義

文
学
部
教
授

藪

田

貫

※
時
間
は
午
後
一
時
十
五
分
か
ら
約
二
時
間

テ
ー
マ

壁
画
古
墳
を
め
ぐ
る
諸
問
題

飛
鳥
の
古
墳
と
中
国
文
化

『
太
平
記
』
の
吉
野

―
南
山
の
異
境
世
界
を
め
ぐ
っ
て
ー

東
南
ア
ジ
ア
の
美
術

―
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
美
術
工
芸
―

国
中
の
開
発
と
風
土

萬
葉
集
に
詠
ま
れ
た
「
あ
す
か
」

冷
泉
家
の
古
典
籍
（
そ
の
三
）

嵯
峨
天
皇
と
正
倉
院
宝
物

飛
鳥
寺
と
斑
鳩
寺

―
元
興
寺
と
法
隆
寺
―

小
林
秀
雄
と
大
和

忍
海
氏
と
八
十
嶋
祭

―
古
代
の
祭
儀
と
占
部
氏
の
役
割
―

男
の
日
記
・
女
の
日
記

―
日
記
か
ら
み
た
江
戸
の
男
と
女
―

日

程

四
月

十
一
日（
日
）

五
月

九
日（
日
）

六
月

十
三
日（
日
）

七
月

十
一
日（
日
）

八
月

八
日（
日
）

九
月

十
二
日（
日
）

十
月

十
日（
日
）

十
一
月
十
四
日（
日
）

十
二
月
十
二
日（
日
）

平
成
十
七
年

一
月

九
日（
日
）

二
月

十
三
日（
日
）

三
月

十
三
日（
日
）

飛
鳥
史
学
文
学
講
座
が
今
年
で
三
十
周

年
を
迎
え
、
四
月
十
一
日
（
日
）、
記
念
式

典
と
網
干
善
教
名
誉
教
授
の
講
演
を
明
日

香
村
中
央
公
民
館
で
、
祝
賀
会
を
飛
鳥
文

化
研
究
所
で
開
催
し
た
。

当
日
は
大
学
関
係
者
と
多
く
の
受
講
者

が
出
席
し
た
。
羽
間
平
安
理
事
長
、
関
義

清
明
日
香
村
村
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

羽
間
理
事
長
が
明
日
香
村
と
飛
鳥
史
学
文

学
講
座
振
興
会
に
感
謝
状
を
贈
呈
。
開
講

当
初
か
ら
の
永
年
受
講
者
表
彰
も
行
わ

れ
、
三
十
周
年
を
祝
賀
す
る
と
と
も
に
、

本
講
座
の
今
後
ま
す
ま
す
の
充
実
と
発
展

を
願
っ
た
。

本学と吹田市教育委員会の共催で開催
している「関西大学吹田市民講座」（前
期）が４コース２０テーマで開催されま
す。会場は、木曜日は本学千里山キャン
パス内、新関西大学会館北棟１階多目的

ホール、金曜日は、南千里の吹田市立千
里市民センター３階大ホール。広く一般
市民の受講を歓迎します。問い合わせは
リードセンター千里山キャンパス事務室
（０６―６３６８―０７２１）まで。

本学と大阪府立文化情報センター共催
の「関西大学おおさか文化セミナー」（前
期）が一般社会人を対象に次のテーマで
開催されます。会場は本学天六キャンパ
ス。問い合わせはリードセンター千里山
キャンパス事務室（０６―６３６８―０７２１）ま
で。

本学と縁の深い明日香を舞台に繰り
広げられた日本の古代史・文学など幅
広いテーマで毎月開催します。会場
は、４月から７月までは明日香村中央
公民館。８月から翌年３月までは今年

度に限り本学天六キャンパス。受講料
は年間５，０００円、当日のみ受講は１，０００
円（テキスト代含む）。問い合わせは教
育後援会（０６―６３６８―００５５）まで。

本学と高槻市立生涯学習センター共催の
「関西大学公開講座（高槻市）」（前期）が一
般社会人を対象に次のテーマで開催されま
す。会場は、高槻市立生涯学習センター。
問い合わせはリードセンター千里山キャン
パス事務室（０６―６３６８―０７２１）まで。

「産業セミナー」は、企業経営者、スペシャリストおよ
び企業・行政関係者を対象に、研究成果の中間報告と意
見交流を通し研究内容をさらに深めています。会場は阪
急グランドビル２６階会議室。「公開講座」は、学生のため
の課外教育をはじめ地域社会への「開かれた大学」や社
会人の「生涯教育」のために、やさしく解説。会場は千
里山キャンパス第２学舎１号館３階A３０７教室。問い合わ
せは経済・政治研究所事務室（０６―６３６８―１１７７）まで。

人権問題研究室では、研究成果を学内及び社会
に広く還元し、大学内外における人権意識の向上
に寄与するため、学生・教職員・一般市民を対象
に公開講座を開催しています。会場は、３７、３８回
は本学尚文館マルチメディアAV大教室、３９、４０
回は本学総合図書館３階ホール。問い合わせは人
権問題研究室（０６―６３６８―１１８２）まで。

（
経
済
・
商
学
）
▼
デ
フ
レ
経
済
の
背
景
と
課
題

講

師

商
学
部
教
授

宇

惠

勝

也

経
済
学
部
助
教
授

中

川

竜

一

商
学
部
助
教
授

三

谷

真

商
学
部
助
教
授

徳

常

泰

之

経
済
学
部
助
教
授

前

川

聡

子

※
時
間
は
午
前
十
時
四
十
分
〜
午
後
〇
時
十
分

テ
ー
マ

デ
フ
レ
経
済
と
金
融
政
策

デ
フ
レ
経
済
と
資
産
運
用

デ
フ
レ
経
済
と
流
通
・
消
費

デ
フ
レ
経
済
と
生
命
保
険

デ
フ
レ
経
済
と
財
政
政
策

日

程

六
月

十
日（
木
）

六
月

十
七
日（
木
）

六
月
二
十
四
日（
木
）

七
月

一
日（
木
）

七
月

八
日（
木
）

（
社
会
）
▼
変
貌
期
の
メ
デ
ィ
ア
文
化
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

講

師

社
会
学
部
教
授

鳥

越

俊
太
郎

社
会
学
部
助
教
授

辻

大

介

社
会
学
部
教
授

�

岡

至

社
会
学
部
教
授

黒

田

勇

社
会
学
部
教
授

小

川

博

司

※
時
間
は
午
後
一
時
〜
二
時
三
十
分

テ
ー
マ

テ
レ
ビ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役
割

ケ
ー
タ
イ
化
と
若
者
の
人
間
関
係

マ
ス
コ
ミ
の
社
会
的
影
響
力
を
考
え
る

メ
デ
ィ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

世
界
に
広
が
る
�
ノ
リ
�
の
い
い
音
楽
と
社

会

日

程

六
月

十
日（
木
）

六
月

十
七
日（
木
）

六
月
二
十
四
日（
木
）

七
月

一
日（
木
）

七
月

八
日（
木
）

よ
の
な
か

（
文
学
）
▼
日
本
文
学
に
見
る
�
世
間
�

講

師

文
学
部
教
授

大

濱

眞

幸

文
学
部
教
授

山

本

登

朗

文
学
部
助
教
授

大

島

薫

文
学
部
教
授

吉

田

永

宏

文
学
部
教
授

藤

田

真

一

※
時
間
は
午
前
十
時
四
十
分
〜
午
後
〇
時
十
分

テ
ー
マ

萬
葉
集
に
お
け
る
�
世
間
・
よ
の
な
か
�

光
源
氏
と
�
世
間
�
の
人
々

徒
然
草
に
み
る
�
世
間
�
―
京
と
鎌
倉
―

近
代
文
学
の
�
世
間
�
―
島
崎
藤
村
「
破

戒
」
・
野
間
宏
「
真
空
地
帯
」
な
ど

一
茶
の
�
世
間
�
―
江
戸
そ
し
て
信
濃
―

日

程

六
月

十
一
日（
金
）

六
月

十
八
日（
金
）

六
月
二
十
五
日（
金
）

七
月

二
日（
金
）

七
月

九
日（
金
）

（
歴
史
）
▼
歴
史
の
世
界
の
男
と
女

講

師

文
学
部
教
授

藪

田

貫

文
学
部
助
教
授

原

田

正

俊

文
学
部
教
授

野

間

晴

雄

文
学
部
教
授

中

村

仁

志

文
学
部
教
授

新

谷

英

治

※
時
間
は
午
後
一
時
〜
二
時
三
十
分

テ
ー
マ

江
戸
期
の
女
た
ち

日
本
中
世
の
禅
宗
と
女
性

Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
が
描
く
維
新
期
の
男
と
女

の
位
相
―
博
物
学
者
の
ま
な
ざ
し
と
ス
ケ
ッ

チ
か
ら

１８
世
紀
の
ロ
シ
ア
の
女
帝
た
ち

ス
ル
タ
ー
ン
と
ハ
レ
ム

日

程

六
月

十
一
日（
金
）

六
月

十
八
日（
金
）

六
月
二
十
五
日（
金
）

七
月

二
日（
金
）

七
月

九
日（
金
）

▼
地
域
・
人
・
暮
ら
し
―
共
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

講

師

社
会
学
部
教
授

松

原

一

郎

総
合
情
報
学
部
教
授

久
保
田

賢

一

社
会
学
部
教
授

川

�

友

嗣

文
学
部
教
授

田

村

典

子

文
学
部
教
授

山

本

冬

彦

※
時
間
は
午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分

テ
ー
マ

高
齢
者
の
地
域
見
守
り
の
実
践
よ
り

現
代
的
課
題
に
関
す
る
学
習
機
会
と
地
域
へ

の
貢
献
―
千
里
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
研
究
所

の
取
り
組
み
を
事
例
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
発
達
か
ら
み
た
生
涯
学
習

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
市
民
ス
ポ
ー
ツ
―
か
か
わ

�

�

�

り
・
気
づ
き
・
交
流
す
る
か
ら
だ

地
域
で
支
え
る
学
校
教
育
―
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域

の
教
育
活
動
を
通
じ
て

日

程

六
月

十
二
日（
土
）

六
月

十
九
日（
土
）

六
月
二
十
六
日（
土
）

七
月

三
日（
土
）

七
月

十
日（
土
）

飛鳥史学文学講座

講

師

委
嘱
研
究
員

住

田

一

郎

文
学
部
教
授

宇
佐
美

幸

彦

特
別
研
究
員

荒

木

兵
一
郎

委
嘱
研
究
員

源

淳

子

※
時
間
は
午
後
一
時
〜
二
時
三
十
分

テ
ー
マ

特
別
措
置
法
終
結
後
の

到
達
点
と
課
題
―
部
落

差
別
の
現
実
に
学
ぶ
と

い
う
こ
と
―

世
界
周
航
家
ゲ
オ
ル
ク

・
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
生

涯痴
呆
性
高
齢
者
に
対
応

す
る
住
ま
い
づ
く
り

子
ど
も
・
女
性
の
人
権

日

程

五
月
二
十
八
日（
金
）

六
月
二
十
五
日（
金
）

十
月
二
十
二
日（
金
）

十
一
月
二
十
六
日（
金
）

回３７３８３９４０

人権問題研究室公開講座

産
業
セ
ミ
ナ
ー

講

師

商
学
部
教
授

廣

田

俊

郎

社
会
学
部
教
授

与
謝
野

有

紀

テ
ー
マ

ク
ラ
ス
タ
ー
相
互
作
用
活

用
戦
略
と
地
域
活
性
化

人
が
他
人
を
信
じ
る
と
き

―
社
会
関
係
資
本
と
地
域

の
活
性
化
―

日

程

六
月

十
日（
木
）

回１６４公
開
講
座

講

師

商
学
部
助
教
授

川

上

智

子

文
学
部
教
授

伊

東

理

テ
ー
マ

Ｉ
Ｔ
と
新
製
品
開
発

イ
ギ
リ
ス
の
都
市
政
策
と

都
市
の
動
向
―
１
９
９
０

年
代
以
降
の
小
売
商
業
活

動
を
中
心
と
し
て
―

日

程

六
月

九
日（
水
）

七
月

十
四
日（
水
）

回１５６１５７

第３３回関西大学吹田市民講座

関西大学おおさか文化セミナー

関西大学公開講座（高槻市）

第３０回飛鳥史学文学講座

経済・政治
研究所 産業セミナー・公開講座

▼
大
阪
の
デ
ザ
イ
ン

講

師

法
学
部
助
教
授

小

西

秀

樹

経
済
学
部
教
授

一

圓

光

彌

工
学
部
教
授

堂

垣

正

博

文
学
部
助
教
授

佐

藤

裕

子

社
会
学
部
教
授

黒

田

勇

※
時
間
は
午
後
六
時
三
十
分
〜
八
時

テ
ー
マ

大
阪
の
行
政
デ
ザ
イ
ン
―
活
力
あ
る
市

民
社
会
の
創
造
と
自
治
体
の
役
割

安
心
の
デ
ザ
イ
ン
―
社
会
保
障
制
度
改

革
の
ポ
イ
ン
ト

耐
震
都
市
へ
の
デ
ザ
イ
ン
―
地
震
へ
の

リ
ス
ク
対
策

国
際
都
市
へ
の
デ
ザ
イ
ン
―
比
較
文
化

の
視
点
か
ら

大
阪
文
化
の
新
デ
ザ
イ
ン
―
世
界
一
夕

日
の
美
し
い
町
・
大
阪
へ

日

程

五
月

十
八
日（
火
）

五
月
二
十
五
日（
火
）

六
月

一
日（
火
）

六
月

八
日（
火
）

六
月

十
五
日（
火
）

※
時
間
は
午
後
一
時
十
分
〜
四
時
十
分

※
時
間
は
午
後
一
時
〜
二
時
三
十
分

参加しませんか参加しませんか参加しませんか

公開講座

永
年
受
講
者
も
表
彰

����������
����������
����������
����������

開講３０周年
式典で祝う

平成１６年（２００４年）５月１４日（３） 第 ３１７ 号



四
月
か
ら
、
従
来
の
就
職
部
が
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
就
職
活
動
を
行
う
三
、
四
年
次
生
の
み
な
ら
ず
、
入

学
し
た
ば
か
り
の
一
年
次
生
の
段
階
か
ら
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の

将
来
設
計（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
）の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
進
路
指
導

を
行
う
べ
く
、
さ
ら
に
充
実
し
た
学
生
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ね

ら
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

で
も
「
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
っ
て
ど
う
考
え
る
の
だ
ろ

う
？
」「
就
職
活
動
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
？
」
そ
ん
な

疑
問
を
み
な
さ
ん
は
持
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
こ
で
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
例
。
み
な
さ
ん
自
身
の
個
性
で
、

自
分
色
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
彩
る
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

44to next stageはばたく 4年次生

33Challenge舵をきる 3年次生

22
Step

自分を磨く 2年次生

「キャリアプランニングって？」「就職活動は何から始めれば
いいの？」そんな疑問を持っているみなさんも、自分の将来に
ついて早い時期から考えて目標を設定し、それに向かって努力
していくことの重要性はおわかりでしょう。キャリアセンターで
は「キャリアプランニング」や「就職活動」の支援の一環として、
次のような行事を開催しています。
＊ 印の行事は、学年に関係なく参加できます。

3年次生向け就職支援行事（平成16年度）

平成13年度から、教員をめざすみなさん（卒業生を含む）を
対象に、対策講座を開講しています。これは正規の授業とは別
に実施している特別講座で、教員採用試験に合格するためのノ
ウハウを様々な角度から学習できる内容になっています。平成
16年度の受講生募集に関する詳細はキャリアデザインルーム
やキャリアセンター事務室前の掲示、KIPSなどで確認してくだ
さい。（詳細は７月ごろに決定予定です）

教員採用試験対策講座（有料）

「学生が、在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連
した就業体験を行う」インターンシップ。アメリカでは、
企業の採用活動と密接に結びついており、7割以上の学生
が体験するものだそうです。日本においては、文部科学・
経済産業・厚生労働の各
省が連絡会・研究会を設
け、企業や大学の活動に
対して積極的に助成、推
進しています。
またイメージと実社会

における仕事のミスマッ
チによる転職者が増えて
いる今日において、インターンシップに期待される役割は、
皆さんにとっても企業にとっても重要なのです。
キャリアセンターでは、３年次生（理系は大学院生も対

象）を対象に実施しています。
現に大手電器メーカーでは、インターンシップ経験を踏

まえて採用する制度があります。今後ますます採用直結型
のインターンシップを取り入れる企業が増え、就職活動に
おける影響が大きくなると考えられます。
また、昨年度から高大連携事業の一環として「学校イン

ターンシッププログラム」を実施しています。これは、学
校という教育現場で展開されているさまざまな業務を体験
することを通じてみなさんに各人のキャリアデザインを考
えてもらう機会を提供するものです（学校インターンシッ
プについては別途説明会を開催します）。
なお、説明会の会場・時間など、詳細についてはキャリ

アセンター前掲示、KIPS、インフォメーションシステムで
確認してください。

インターンシップ

みなさんが自分の将来について考え、目標を設定し、実行に
移していくきっかけ作りを目的として、次のような「キャリアプラ
ンニングセミナー」を開催しています。（すでに終了したセミナー
もあります。日程・詳細についてはキャリアデザインルームやキ
ャリアセンター前の掲示、ＫＩＰＳで確認してください）
Ⅰ.ベーシックシリーズ
①「職業興味・適性を知ろう」 ②「自分の性格を知ろう」
③「職業の世界を知ろう」 ④「キャリアプランを立てよう」
Ⅱ.就職について考えるシリーズ
「自己分析講座」
「仕事研究セミナー（ＯＢ・ＯＧとの懇談会）」
「ビジネスマナーを学ぼう」
「就職模擬試験」
「自分にベストな会社の見つけ方セミナー」
Ⅲ.インターンシップってなに？
「第1回インターンシップ説明会：意義と今後のスケジュールに
ついて」
「第2回インターンシップ説明会（３年次生対象）：募集に関する
説明会」

キャリアプランニングセミナー

進路に不安を抱いている人、どんな職業があるのかわからな
いという人、就きたい職業があるけれど、どのように就職活動を
すべきかわからない人、教員・公務員を目指す人…そんな関大
生は、いつでもキャリアデザインルームを訪ねてみてください。
この部屋では、
①教員、公務員関係資料の閲覧
②職業適性診断システム「In☆Sites2000」などの適性検査
③進路全般に関する情報収集・悩み相談
などができます。場所は、千里山キャンパス新関西大学会館北
棟３階です。
＜開室時間 10：00～16：30（昼休み：12：30～13：30）＞
○教職相談：月曜日（13：30～17：30）

水曜日・木曜日（15：00～19：00）
○キャリア相談：火曜日（10：00～17：00）

木曜日（10：00～17：00）
金曜日（16：00～19：00）

※高槻キャンパスでは、毎週火曜日の13：30～17：30に教職相談のみ行っています。

なお、臨時に開室時間を変更することがありますので、掲示
などには注意してください。
＜キャリアデザインアドバイザー紹介＞
◆福山 勇先生（教職相談）
大阪府教育委員会の指導主事、高等学校の校長職、教育事

務所長などを経験後、教育コンサルタントとして活躍。本学の
非常勤講師も勤め、キャリアデザインルームでは、教職を目指
す学生の様々な相談に応じています。
◆伊東 眞行先生（キャリア相談）
大阪府職業カウンセリングセンターのカウンセラー、児童相

談所の心理職を経て、ライフデザイン･カウンセリングルームを
設立。臨床心理士。本学の非常勤講師も勤め、キャリアデザイ
ンルームでは、キャリア相談を担当しています。
◆菊地 節子先生（キャリア相談）
本学文学部を卒業後、民間企業、東大阪市役所勤務を経て、

平成２年から各種団体のカウンセラーを歴任。心理相談員、中
級産業カウンセラー、キャリア･コンサルタント。この４月からキ
ャリア相談を担当しています。
◆川 友嗣先生（キャリア相談）
キャリアデザイン担当主事、社会学部教授。職業指導、職業
指導科教育法などの講義科目を担当。日本労働研究機構でキ
ャリアガイダンス研究担当研究員を経験。キャリア相談を担当
しています。

キャリアデザインルーム
（進路支援室）

★「キャリア教育」科目の目的★
今日は個が問われる時代であり、実社会においては、一人ひ

とりが「どのような能力、興味、価値観を持っているのか」が問
題とされます。このような社会に参画していくには、ワークキャリ
アとライフキャリア、すなわち「働くことと生きること」について自
らデザインしていくことが必要です。そこで、関西大学ではイン
ターファカルティ教育科目とし
て、「キャリア教育」3科目を
2004年度から順次開講する
ことになりました。キャリア教
育の目的は、自分の将来をデ
ザインする能力、情報を収集
する能力、意思決定を行う能
力、人間関係を構築する能力
といった「生きる力」を身につけることです。「キャリア教育」３科
目においては、文章表現やプレゼンテーション、グループ討論
といった課題も交えながら、自己と社会に対する理解を深める
とともに、自己と社会との関わりについて洞察し、受講生が自ら
の将来について考える機会が提供されます。
※文学部・経済学部・商学部・社会学部・工学部で開講されます。科目の位置づけは学部によっ
て異なります。詳細については「大学要覧」（HAND BOOK）を参照してください。

★「キャリア教育」科目の概要★
●キャリアデザインⅠ（働くこと）
＜2004年度開講 1年次・秋学期・2単位＞

1. 働き方を考える 2. 社会を知る 3. 生き方を考える
●キャリアデザインⅡ（仕事の世界）
＜2005年度開講 2年次・春学期・2単位＞

1. 職業を知る 2. 業界を知る 3. 企業を知る
※2005年度開講のため、内容はあくまでも予定です。詳細はシラバスを参照してください。

●キャリアデザインⅢ（私の仕事）
＜2005年度開講 2年次・秋学期・2単位＞

1. 自分を知る 2. 自分を表現する 3. 自分の将来を考える
※2005年度開講のため、内容はあくまでも予定です。詳細はシラバスを参照してください。

国際コミュニケーション英語能力テスト。この得点で英語の
能力を測り、採用、人事異動、昇進の条件とする企業が増えて
います。TOEICの公開テストは年８回（１・３・５・６・７・９・10・11
月）実施されていて、受験料6,615円（税込）を支払えば個人で
申し込みが可能です。また、キャリアセンターでもIPテストを年
2回、受験料3,000円で実施しています。平成16年度の第１回
TOEIC IPテストは、千里山キャンパスでは６月23日（水）に、高
槻キャンパスでは６月30日（水）に実施されます。

TOEIC試験

学生時代に資格を取得したり、特技を身につけたりすること
は、将来の進路を大きく開く鍵になります。エクステンション・リ
ードセンターでは、英語、情報処理、司法試験、公務員試験、簿
記検定、公認会計士入門講座といった講座から、各種資格試
験対策講座までキャリアアップを支援する豊富なメニューと充
実したサポート体制で受講生の目的や目標に細かく対応してい
ます。

エクステンション・リードセンター

誕生！■■■
■キャリア■
■■センター

平成１６年３月卒業生の就職状況は、就職希望者の
うち９５.1％の者が就職を果たしました。数値として
は高い結果であり、就職を希望する者がほぼ就職でき
たと理解できます。しかしながら、その内訳を見ます
と平成15年度は、全体的に採用活動が底冷えしたこと
もあり、大企業への就職は、全体の５８％となり、昨
年より若干低くなりました。また、公務員や大学院進
学及びその他資格取得希望者等は卒業生の７％となり、
昨年度並みとなっています。
次に、現４年次生の就職状況については、企業の採

用計画の増により、やや明るい見通しとなっています。
また、ここ数年企業の採用の早期化が進んでいました
が、これらに対する日本経団連からの自粛要請により、
早期化に歯止めがかかりました。しかし、一部大手企
業では昨年１２月頃から説明会を開始しました。大学
としてもこれらの動きに呼応すべく業界研究会、就職
模擬試験（１０月～１２月）及び企業研究会（２月）
等を開催し、学生への就職支援を強化してきました。
４月末時点で大手銀行、メーカーを中心に学生の内定
の報告を受けています。キャリアセンターでは、５月
から学内において合同企業説明会を開催し、引き続き
４年次生の就職支援を行っていきます。就職活動中の
学生のみなさんは、キャリアセンターを利用するとと
もに、積極的に合同企業説明会に参加してください。

平成15年度の就職結果及び平成16年度の就職状況

４月
■第１回就職（進路）ガイダンス（年間行事などの説明）
■第１回インターンシップ説明会＊
■国際インターンシップ説明会＊
■キャリアプランニングセミナー・ベーシックシリーズ＊
………………………………………………………………
５月
■就職模擬試験＊
■仕事研究セミナー（ＯＢ・ＯＧとの懇談会）＊
■自己分析講座＊
■公務員試験説明会＊
■自分にベストな会社の見つけ方セミナー＊
■第2回インターンシップ説明会
………………………………………………………………
６月
■ＴＯＥＩＣ ＩＰテスト＊ ■就職模擬試験＊
………………………………………………………………
７月
■第2回就職（進路）ガイダンス（夏休みの過ごし方）
■ビジネスマナー講座＊
■教員採用試験対策講座募集説明会＊
………………………………………………………………
９月
■第３回就職（進路）ガイダンス
■教員採用試験対策講座スタート（～平成17年７月）
………………………………………………………………
10月～11月
■業界研究会＊
（各業界のリーディングカンパニー約150社を招致予定）
■テーマ別ガイダンス ■公務員試験説明会＊
■就職模擬試験＊ ■ＴＯＥＩＣ ＩＰテスト＊
………………………………………………………………
１２月
■就職模擬試験＊ ■第４回就職（進路）ガイダンス
………………………………………………………………
平成17年２月～４月
■企業研究会・合同企業研究会

（平成15年度実績：学内招致企業数587社・参加学生数のべ約28,000人）

■公務員試験説明会＊

毎年キャリアセンターでは、本学学生の卒業後の進路決
定に関する行事を、最適の時期に、最適の内容で実施して
います。必ず出席するようにしてください。
しかし、これらの行事は、あくまでみなさんの卒業後の進
路選択を実現するためのサポートの１つです。みなさんは、
これらの行事にただ単に出席するのではなく、必ず内容と
意味を理解した上で出席し、卒業後の進路決定に役立て
てください。
なお、各行事の詳細については、ＫＩＰＳ（http://kup1.pl.kansai-

u.ac.jp/kips/）で確認してください。

関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー

＜文科系学部＞
日本生命保険 36名
大阪府警察官 34名
三井住友銀行 26名
ＵＦＪ銀行 25名
国家公務員Ⅱ種 22名
日本興亜損害保険 16名
尼崎信用金庫 14名
南都銀行 14名
損害保険ジャパン 14名
大阪市職員 11名
兵庫県警察官 11名

〔１５年度の主な就職先〕

＜工学部＞
松下電器産業 10名
国家公務員Ⅱ種 9名
ニッソーサービス 8名
船井電機 8名
三菱電機エンジニアリング 7名
トステム 6名
ローム 6名
大阪府職員 5名
キヤノン 5名
シャープ 5名
ＴＩＳ 5名

以上

インターファカルティ教育科目
「キャリア教育」（2004年度入学生対象）

ＫＩＰＳとは、Kansai University Information
Placement Systemの略称です。
このサイトでは約23,000社の企業情報がデ
ータベース化されており、就職活動に欠かせな
いものとして活用されています。最近では、公務
員関係の情報、インターンシップやキャリアプラ
ンニングの情報も充実させ、１年次生にとっても
利用価値の高い内容となっています。関大生なら
誰でも利用できるようになっています。まずは、気
軽にのぞいてみましょう。

http://kup1.pl.kansai-u.ac.jp/kips/

ＫＩＰＳを活用しよう！

首都圏における本学の活動拠点として
関西大学東京センターを開設しています。
東京センターには、学生のみなさんの

東京地区での就職活動を支援するため
に、情報検索用パソコンや、就職関連雑
誌、休憩スペース等を設置しています。東
京地区での活動の際、情報収集や情報
交換、休憩等に利用してください。
住 所 〒１０４－００２８
東京都中央区八重洲２－２－１
ダイヤ八重洲口ビル８階８０３号
（JR東京駅八重洲南出口地下1階
８番から２番出口へ徒歩１分）

電 話 ０３－３２３１－５２５６（代）
FＡＸ ０３－３２３１－５２５７
E-Mail ku-tokyo@giga.ocn.ne.jp
開室時間 月～金の9：00～17：00

（祝日を除きます）

営団地下鉄東西線
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11Start

１年次生から考え始める

「キャリアデザイン」って聞きなれない言葉ですか？ でも、一度は「将来どの
ような職業に就こうか」「どのような生き方をしたいか」と考えたことがあるはず
…。これが「キャリアデザイン」の第一歩なのです。
とはいえ、就職難と言われて約１０年、みなさんが楽観的に将来の夢を口に
しにくい昨今であることも事実。だからこそ就職をはじめとした自分の進路に目
標を持ち、自由な学生生活を有意義に過ごすことが、今のみなさんに必要なこ
と、「キャリアデザイン」なのです。
さあ、キャリアデザインブックを開くことから始めましょう。みなさんの様々な
将来に応じた大学の支援体制、夢への手がかりなど、今からの大学生活にもう
ひとつ意味を加え、より充実させるヒントがあるはずです。

キャリアデザインブック
（新入生に入学時に配布済）

平成１６年（２００４年）５月１４日（９） （４）第 ３１７ 号
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専
門
知
識
に
裏
打
ち

さ
れ
た
人
権
感
覚
に
優
れ
、

民
主
主
義
と
個
人
尊
重
の
理

念
の
実
現
を
目
指
す
法
曹
）、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ロ
イ
ヤ

ー
（
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

現
代
社
会
で
日
々
生
起
す
る

新
た
な
問
題
に
対
処
す
る
法

創
造
・
法
適
用
の
で
き
る
法

曹
）
の
養
成
を
教
育
理
念
と

し
、法
学
未
修
者
コ
ー
ス
（
三

年
コ
ー
ス
）
と
法
学
既
修
者

コ
ー
ス
（
二
年
コ
ー
ス
）
を

設
け
、
研
究
者
教
員
十
七

人
、
実
務
家
教
員
十
二
人
の

合
計
二
十
九
人
の
専
任
教
員

に
よ
っ
て
、
時
代
が
求
め
る

新
し
い
法
曹
の
た
め
の
広
範

な
知
識
と
実
践
能
力
及
び
新

司
法
試
験
合
格
の
た
め
の
確

か
な
学
力
を
養
成
す
る
教
育

を
展
開
し
ま
す
。

ウ

学
生
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
る
た
め
、
本
年
四
月
か

ら
Ｗ
ｅ
ｂ
版
履
修
登
録
シ
ス

テ
ム
及
び
シ
ラ
バ
ス
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で

シ
ラ
バ
ス
（
講
義
要
項
）
の

閲
覧
や
履
修
登
録
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
も

加
わ
り
、
教
員
と
学
生
間
の

質
疑
応
答
や
ゼ
ミ
生
間
の
情

報
交
換
、
教
員
か
ら
の
課
題

や
試
験
の
連
絡
、
資
料
の
配

布
な
ど
が
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
可
能

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
よ
り

密
度
の
濃
い
学
習
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
教
育
効
果

が
一
層
高
ま
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

エ

Ｃ
Ｏ
Ｅ
及
び
Ｇ
Ｐ
（
特
色

あ
る
大
学
教
育
等
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
）採
択
に
向
け
、学
長

の
下
に
研
究
教
育
推
進
会
議

を
立
ち
上
げ
、
大
学
総
体
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

オ

文
化
活
動
は
も
と
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入

試
制
度
の
充
実
を
図
り
、
元

気
な
関
大
生
の
活
躍
を
振
興

し
ま
す
。
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
水
泳
の
山
田
沙
知
子

さ
ん（
文
四
）の
出
場
が
決
定

し
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
下
小

鶴
綾
さ
ん（
文
四
）が
ア
ジ
ア

予
選
で
活
躍
し
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

カ

平
成
十
五
年
度
開
設
の
東

京
セ
ン
タ
ー
に
続
い
て
、
大

阪
府
の
「
大
学
院
サ
テ
ラ
イ

ト
教
室
立
地
促
進
事
業
」
に

基
づ
き
、
大
阪
府
立
中
之
島

図
書
館
別
館
を
活
用
し
た「
中

之
島
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
や
生

涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
な
ど

広
く
社
会
と
の
接
続
や
社
会

貢
献
を
実
践
す
る
場
と
し
て

利
用
し
ま
す
。

（
２
）
教
育
研
究
施
設
設
備
の

整
備
充
実
関
係

ア「
総
合
学
生
会
館

メ
デ
ィ
ア

パ
ー
ク

凜
風
館
」
の
着
工

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

の
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
、「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場
の
創

出
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

総
合
学
生
会
館
の
建
築
工
事
に

着
手
し
ま
す
。
平
成
十
六
年
度

か
ら
平
成
十
七
年
度
に
か
け
建

築
し
、
平
成
十
八
年
二
月
竣
工

の
予
定
で
す
。
本
施
設
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
、

延
べ
床
面
積
約
一
万
千
平
方
�

で
、
一
階
は
証
明
書
発
行
機
や

情
報
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
し
た

憩
い
の
場
と
な
る
学
生
ラ
ウ
ン

ジ
、
二
階
は
千
二
百
席
を
有
す

る
学
生
食
堂
、三
階
は
書
籍
・
購

買
部
、
四
階
は
多
目
的
利
用
の

小
ホ
ー
ル
や
会
議
室
、
屋
上
に

は
学
生
の
憩
い
の
場
と
な
る
庭

園
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

イ「
第
２
学
舎
４
号
館
」
の
竣
工

本
学
の
創
立
百
二
十
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ま

た
、
経
済
学
部
・
商
学
部
の
創

立
百
周
年
記
念
と
し
て
、
第
２

学
舎
４
号
館
の
建
築
工
事
を
前

年
度
に
引
き
続
き
行
い
、
本
年

九
月
七
日
竣
工
の
予
定
で
す
。

本
施
設
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造
四
階

建
、
延
べ
床
面
積
約
五
千
平
方

�
で
、
一
階
か
ら
三
階
は
千
人

を
収
容
で
き
る
シ
ア
タ
ー
教
室

型
の
大
ホ
ー
ル
、
二
階
に
は
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
、
四
階

に
は
教
室
や
製
図
室
を
設
置

し
、
全
学
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
も
有
効
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
十
八
年
に
創
立
百
二
十

周
年
を
迎
え
る
本
学
は
、「
望
ま

れ
る
関
大
」「
元
気
な
関
大
」「
愛

さ
れ
る
関
大
」
の
実
現
に
向
け

て
、
さ
ら
に
一
層
教
育
改
革
等

を
推
進
し
、
本
学
の
学
是
で
あ

る「
学
の
実
化
」の
具
現
化
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

本
年
度
、
重
点
を
置
い
た
事
項

は
、
概
ね
次
の
と
お
り
で
す
。

�
国
家
事
業
で
あ
る
ス
ー
パ

サ

イ

ネ

ッ

ト

ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
拠
点
校
に
選

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
情
報
化

を
さ
ら
に
促
進
す
る
こ
と
。
�

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
法
科
大

学
院
を
開
設
す
る
こ
と
。
�
Ｗ

ｅ
ｂ
版
履
修
登
録
シ
ス
テ
ム
及

び
シ
ラ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
。
�
五
カ
年
計
画
の

三
年
目
と
な
る
創
立
百
二
十
周

年
記
念
事
業
を
引
き
続
き
推
進

す
る
こ
と
。
�
Ｃ
Ｏ
Ｅ
及
び
Ｇ

Ｐ
（
特
色
あ
る
大
学
教
育
等
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
採
択
に
向
け

大
学
総
体
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
。
�
外
部
か
ら
の
研
究
資
金

の
積
極
的
な
導
入
や
産
学
連
携

の
推
進
に
努
め
る
こ
と
。
�
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
さ
ら
に

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
。
�
高
大

連
携
を
推
進
す
る
こ
と
。
	
中

之
島
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
こ

と
。


法
科
大
学
院
に
給
付
奨

学
金
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、法
人
が
債
務
保
証
す
る
「
教

育
ロ
ー
ン
制
度
」
を
導
入
す
る

こ
と
な
ど
。

こ
れ
ら
の
事
業
計
画
を
計
数

化
し
ま
す
と
、
平
成
十
六
年
度

資
金
収
支
予
算
の
資
金
収
入
は

四
百
二
十
九
億
九
千
九
百
万

円
、
資
金
支
出
は
四
百
四
十
二

億
七
千
六
百
万
円
と
な
り
、
こ

の
資
金
不
足
十
二
億
七
千
七
百

万
円
を
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

か
ら
充
当
し
、
次
年
度
繰
越
支

払
資
金
は
百
七
十
八
億
八
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
平
成
十
六
年
度
消
費

収
支
予
算
の
帰
属
収
入
は
三
百

九
十
二
億
六
千
九
百
万
円
、
基

本
金
組
入
額
は
六
十
四
億
八
千

四
百
万
円
と
な
り
、
消
費
収
入

は
三
百
二
十
七
億
八
千
五
百
万

円
、
消
費
支
出
は
三
百
五
十
八

億
九
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
消
費
支
出
超
過
額

は
三
十
一
億
五
百
万
円
と
な

り
、
こ
れ
に
前
年
度
消
費
支
出

超
過
額
三
十
二
億
三
千
六
百
万

円
を
加
え
た
翌
年
度
繰
越
消
費

支
出
超
過
額
は
六
十
三
億
四
千

百
万
円
と
な
り
ま
す
。
本
学
関

係
者
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
理

解
と
協
力
を
得
て
、
今
後
と
も

厳
正
で
効
果
的
な
予
算
執
行
を

行
い
、
財
政
の
健
全
化
と
財
政

基
盤
の
強
化
に
向
け
て
さ
ら
に

努
力
す
る
所
存
で
す
。

平
成
十
六
年
度
予
算
は
、
大

学
予
算
委
員
会
、
法
人
予
算
会

議
の
審
議
を
経
て
、理
事
会
（
平

成
十
六
年
二
月
十
九
日
）、
評
議

員
会
（
平
成
十
六
年
三
月
二
十

五
日
）
で
議
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

本
予
算
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
、
経
済
環
境
の
変
化
、
国

立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
、

第
三
者
評
価
制
度
の
導
入
、
私

立
学
校
法
の
改
正
な
ど
、
私
立

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変

す
る
な
か
、
本
学
財
政
の
現
況

と
将
来
予
測
を
踏
ま
え
て
、
学

費
は
引
き
続
き
据
え
置
き
、
限

ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
の
視

点
か
ら
、
各
設
置
学
校
の
支
出

内
容
を
厳
し
く
精
査
し
て
合
理

化
・
効
率
化
を
求
め
、
財
政
の

健
全
化
を
目
指
し
て
編
成
い
た

し
ま
し
た
。
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関
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予
算
書
に
つ
い
て
は
、
私
立
学

校
振
興
助
成
法
に
よ
る
学
校
法
人

会
計
基
準
に
定
め
ら
れ
た
『
資
金

収
支
予
算
書
』
と
『
消
費
収
支
予

算
書
』
の
二
種
類
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
資
金
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
の
計
画
を
、
予
算
編
成

を
通
じ
て
計
数
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
収
入
と
支
出
を
科
目
別
に
明

ら
か
に
し
、
か
つ
、
支
払
資
金
の

収
入
と
支
出
の
て
ん
末
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

『
消
費
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
計
画
を
、
消
費
収
支
計

算
の
基
準
に
基
づ
い
て
計
数
と
し

て
表
示
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
年

度
の
予
算
に
お
け
る
消
費
収
支
の

均
衡
状
況
と
そ
の
内
容
を
明
ら
か

に
し
、
学
校
法
人
の
経
営
状
況
が

健
全
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
計
算

書
は
、
言
わ
ば
企
業
会
計
の
損
益

計
算
書
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

『
貸
借
対
照
表
』
は
、
学
校
法

人
の
一
定
時
点
に
お
け
る
資
産
、

負
債
、
基
本
金
、
消
費
収
支
差
額

を
も
っ
て
財
政
状
態
を
示
す
も
の

で
す
。
決
算
時
に
作
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
学
で
は

予
算
時
に
も
年
度
末
の
財
政
状
態

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
『
予
想
貸
借
対
照
表
』
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平

成
十
四
年
度
決
算
の
『
貸
借
対
照

表
』
に
平
成
十
五
年
度
補
正
後
予

算
を
加
味
し
て
平
成
十
五
年
度
末

と
し
、
さ
ら
に
平
成
十
六
年
度
予

算
を
加
味
し
て
平
成
十
六
年
度
末

の
財
政
状
態
を
予
想
し
た
も
の
で

す
。

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
16
年
度
予
算
に
つ
い
て�
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７８５，６５６，０００

４，５８５，６８９，０００
１０４，８００，０００

２，４４５，１５５，０００
２，４１７，７７０，０００
２，４３４，０００
１７，２１８，０００

０

７，７３３，０００

７５１，０００，０００
７５１，０００，０００

３，８８８，８２８，０００
３，３２１，２３７，０００
５６５，１８１，０００
２，４１０，０００

８９７，１１８，０００
９２，２４２，０００
４，０３４，０００

４５３，５１５，０００
３７３，０００

４７，０００

３２，０００

６０，０００

１９７，２５４，０００

１２１，０００

２１，０００

２８，０００

５３，３９１，０００
９６，０００，０００

５１０，０００，０００
５１０，０００，０００

２９，８１２，１８６，０００
２２，１５９，１５４，０００
２，２０７，９２０，０００
７５５，６１０，０００

４，５８４，２０２，０００
１０５，３００，０００

２，３９３，７３２，０００
２，３５８，７７０，０００
２，０９６，０００
１６，６７０，０００
８，６６０，０００

７，５３６，０００

５６１，２００，０００
５６１，２００，０００

３，６９６，０１７，０００
３，１３９，１１３，０００
５５６，９０４，０００

０

８０５，２７１，０００
８７，８０９，０００
４，０３４，０００

３５８，３０８，０００
２３，０００

３，０００

１，０００

３，０００

２１８，０１１，０００

２０２，０００

１４，０００

１，０００

３８，１６２，０００
９８，７００，０００

５１０，０００，０００
５１０，０００，０００

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験・実習料収入
教育充実費収入
施設費収入

手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験
実施手数料収入
その他の手数料収入

寄付金収入
特別寄付金収入

補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入
学術研究振興資金収入

資産運用収入
退職給与引当特定資産運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
工学部設備整備資金引
当特定資産運用収入
高中施設整備資金引当
特定資産運用収入
第３号基本金引当特定
資産運用収入
未使用基金果実引当特
定預金運用収入
厚生施設整備引当特定
資金運用収入
総合情報学部E棟／教室棟借
入返済資金特定預金運用収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入

資産売却収入
有価証券売却収入

増 減１５年度予算１６年度予算科 目

収入の部
平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日まで （単位 円）

資資金金収収支支予予算算書書

△１，２７０，７８３，０００６３，３５４，６９９，０００６２，０８３，９１６，０００収入の部合計

２５，９２９，０００

２９，１３７，０００

△ ３，２０８，０００

０

△ ２１０，１２０，０００

△ ２０３，５６３，０００

△ ６，５５７，０００

△ ７６，１３８，０００

△ ７６，１３８，０００

２３，５９８，０００

１１，８２７，０００

△ ４，８６０，０００

△ ３，１３０，０００

７６１，０００

１９，０００，０００

１，０２８，４０６，０００

２２４，０７２，０００

△ ６，４９３，０００

１，４００，０００，０００

△ ２００，０００，０００

１７，０００，０００

△ ９７５，０００

４２８，０００

△ ３０，９５８，０００

△ ３５３，５６４，０００

△ １，０００，０００

△ ２０，０００，０００

△ １０４，０００

５７１，５００，０００

５７６，５８３，０００

△ ５，０８３，０００

０

△２，０５０，５９１，０００

５２０，０７７，０００

３３９，２６０，０００

２０，４０１，０００

１６０，４１６，０００

１，５３５，０９３，０００

１，４１０，９６５，０００

１２４，１２８，０００

７６，１３８，０００

７６，１３８，０００

５，４０１，６３４，０００

２，５０６，５９２，０００

２，２０３，０５０，０００

１０１，８３５，０００

５３５，１５７，０００

５５，０００，０００

３，５３０，１８２，０００

０

３０，６２７，０００

０

２００，０００，０００

１０３，５７１，０００

８８，５００，０００

１９，５７２，０００

５１４，９１６，０００

２，１５３，６９２，０００

２０，０００，０００

３９０，０００，０００

９，３０４，０００

△７，２０５，６７９，０００

△１，８００，１２８，０００

△５，３９６，５５１，０００

△ ９，０００，０００

２１，１３５，４８１，０００

５４６，００６，０００

３６８，３９７，０００

１７，１９３，０００

１６０，４１６，０００

１，３２４，９７３，０００

１，２０７，４０２，０００

１１７，５７１，０００

０

０

５，４２５，２３２，０００

２，５１８，４１９，０００

２，１９８，１９０，０００

９８，７０５，０００

５３５，９１８，０００

７４，０００，０００

４，５５８，５８８，０００

２２４，０７２，０００

２４，１３４，０００

１，４００，０００，０００

０

１２０，５７１，０００

８７，５２５，０００

２０，０００，０００

４８３，９５８，０００

１，８００，１２８，０００

１９，０００，０００

３７０，０００，０００

９，２００，０００

△６，６３４，１７９，０００

△１，２２３，５４５，０００

△５，４０１，６３４，０００

△ ９，０００，０００

１９，０８４，８９０，０００

事業収入

補助活動収入

附属事業収入

受託事業収入

雑収入

私学退職金財団交付金収入

雑収入

借入金等収入

長期借入金収入

前受金収入

授業料前受金収入

入学金前受金収入

実験・実習料前受金収入

教育充実費前受金収入

その他の前受金収入

その他の収入

退職給与引当特定資産

からの繰入収入

関西大学退職年金引当特

定資産からの繰入収入

キャンパス整備資金引当

特定資産からの繰入収入

高中施設整備資金引当特

定資産からの繰入収入

未使用基金果実引当特

定預金からの繰入収入

総合情報学部E棟／教室棟借入返済

資金特定預金からの繰入収入

修学旅行費等預り資産

からの繰入収入

貸付金回収収入

前期末未収入金収入

修学旅行費等預り金収入

その他の預り金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

期末未収入金

前期末前受金

その他の収入調整勘定

前年度繰越支払資金

増 減１５年度予算１６年度予算科 目

支出の部

２３７，３６４，０００

５８２，１６４，０００

△ １６４，２０２，０００

３６６，０００

△ １７４，４７１，０００

△ ６，４９３，０００

△ １９９，５５６，０００

△ １１，３２８，０００

△ ７４，５１３，０００

△ ２２，８３９，０００

△ ２０，５３８，０００

△ １，１２０，０００

９６，９５４，０００

△ ５９，７８５，０００

１，３８１，０００

１，５４０，０００

△ ７，５３９，０００

４，８２２，０００

△ ９６３，０００

３３，６２５，０００

△ １３５，８１９，０００

１，０００

１，２３３，０００

△ ４，４２４，０００

△ ３５９，０００

６７５，０００

△ ５６０，０００

５９，６９７，０００

△ ７，３０３，０００

△ ３，８９４，０００

△ １，６２８，０００

９，７０３，０００

５６，１５４，０００

△ ７，８６２，０００

１２０，０００

△ ６８０，０００

△ １７，４１６，０００

２，０３４，０００

３０，０００

４９，４６８，０００

４５５，０００

４７９，０００

△ ２０，２０６，０００

２，３６７，０００

△ １，００２，０００

４５３，０００

△ １，５７５，０００

１９，５９１，０４５，０００

１１，４１３，２９８，０００

６，０１３，５０４，０００

７０，３０５，０００

２，０６３，３１１，０００

３０，６２７，０００

９，２０１，７３６，０００

３７３，５５４，０００

１，９９６，２９６，０００

３０５，８２３，０００

３５６，９８８，０００

１７６，６７７，０００

４９２，４６４，０００

３０７，２５７，０００

９３９，９４８，０００

５，２００，０００

６７３，６１６，０００

４２，１４８，０００

５４，２８６，０００

２，１６３，９２０，０００

１，１０５，４９１，０００

９２４，０００

５，０２６，０００

１２４，６６５，０００

９，７１５，０００

２２，９６６，０００

４４，７７２，０００

１，４９６，６０２，０００

６２，８８９，０００

５０，５９２，０００

３０，１７７，０００

８６，３０１，０００

１９６，２１２，０００

８４，１９０，０００

２８，９４７，０００

２，６０６，０００

２６９，４０６，０００

５７，７７０，０００

５，２１６，０００

４７６，５６３，０００

１７，１４６，０００

１３，４５２，０００

３６，２８７，０００

３５，４２４，０００

１０，７７９，０００

１８，０３６，０００

１４，６０９，０００

１９，８２８，４０９，０００

１１，９９５，４６２，０００

５，８４９，３０２，０００

７０，６７１，０００

１，８８８，８４０，０００

２４，１３４，０００

９，００２，１８０，０００

３６２，２２６，０００

１，９２１，７８３，０００

２８２，９８４，０００

３３６，４５０，０００

１７５，５５７，０００

５８９，４１８，０００

２４７，４７２，０００

９４１，３２９，０００

６，７４０，０００

６６６，０７７，０００

４６，９７０，０００

５３，３２３，０００

２，１９７，５４５，０００

９６９，６７２，０００

９２５，０００

６，２５９，０００

１２０，２４１，０００

９，３５６，０００

２３，６４１，０００

４４，２１２，０００

１，５５６，２９９，０００

５５，５８６，０００

４６，６９８，０００

２８，５４９，０００

９６，００４，０００

２５２，３６６，０００

７６，３２８，０００

２９，０６７，０００

１，９２６，０００

２５１，９９０，０００

５９，８０４，０００

５，２４６，０００

５２６，０３１，０００

１７，６０１，０００

１３，９３１，０００

１６，０８１，０００

３７，７９１，０００

９，７７７，０００

１８，４８９，０００

１３，０３４，０００

人件費支出

教員人件費支出

職員人件費支出

役員報酬支出

退職金支出

退職年金支出

教育研究経費支出

旅費交通費支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

研究補助費支出

教育等補助費支出

奨学費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

管理経費支出

旅費交通費支出

福利厚生費支出

年金支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

補助費支出

広告費支出

修繕費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

増 減１５年度予算１６年度予算科 目

△１，２７０，７８３，０００６３，３５４，６９９，０００６２，０８３，９１６，０００支出の部合計

△ ３０，７２２，０００
△ ３０，７２２，０００

△ ５１４，３６５，０００
△ ５１４，３６５，０００

△ ２６５，５８９，０００
△ ３９９，２１３，０００
△ ５３５，７４６，０００

６９２，０４０，０００
△ ５，２５０，０００
△ １７，４２０，０００

５１０，９４７，０００
５６０，５３６，０００

△ ８，５１２，０００
△ ４１，０７７，０００

３８２，２３６，０００
△ １５５，１６０，０００

３９１，０００

２７０，４２７，０００

０

０

０

５０，０００，０００

△ ２７８，０２５，０００

△ ４，３９７，０００

０

△ １，０００，０００

５００，０００，０００

△ ２２４，６５４，０００
４４０，０００

△ ２１８，５０７，０００
４２８，０００

△ ３，５０１，０００
△ ３，５１４，０００

１００，０００，０００

△ ４９，６０１，０００
△ ５６，６００，０００

６，９９９，０００

△１，２７６，５４０，０００

２１８，３６７，０００
２１８，３６７，０００

１，２０７，９１０，０００
１，２０７，９１０，０００

３，４８６，９５３，０００
１，９４６，２７３，０００
７８８，８８０，０００
７２３，２８０，０００
１１，１００，０００
１７，４２０，０００

２，０３６，６１６，０００
１，６６６，５９０，０００
２２，０８３，０００
３４７，９４３，０００

５，１２８，９８０，０００
１５５，１６０，０００

９２，３７８，０００

１，７６９，８５６，０００

５００，０００，０００

１００，０００，０００

２２，０００，０００

０

１，８３０，１６３，０００

６９，４２３，０００

７０，０００，０００

２０，０００，０００

５００，０００，０００

２，１８７，１４０，０００
８７６，８１９，０００
７１６，７０７，０００
１９，５７２，０００
３９３，５０１，０００
１８０，５４１，０００

４００，０００，０００

△ ６８５，５４０，０００
△ ４９８，０００，０００
△ １８７，５４０，０００

１９，０８４，８９０，０００

１８７，６４５，０００
１８７，６４５，０００

６９３，５４５，０００
６９３，５４５，０００

３，２２１，３６４，０００
１，５４７，０６０，０００
２５３，１３４，０００

１，４１５，３２０，０００
５，８５０，０００

０

２，５４７，５６３，０００
２，２２７，１２６，０００
１３，５７１，０００
３０６，８６６，０００

５，５１１，２１６，０００
０

９２，７６９，０００

２，０４０，２８３，０００

５００，０００，０００

１００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

１，５５２，１３８，０００

６５，０２６，０００

７０，０００，０００

１９，０００，０００

１，０００，０００，０００

１，９６２，４８６，０００
８７７，２５９，０００
４９８，２００，０００
２０，０００，０００
３９０，０００，０００
１７７，０２７，０００

５００，０００，０００

△ ７３５，１４１，０００
△ ５５４，６００，０００
△ １８０，５４１，０００

１７，８０８，３５０，０００

借入金等利息支出

借入金利息支出

借入金等返済支出

借入金返済支出

施設関係支出

建物支出
構築物支出
建設仮勘定支出
施設利用権支出
敷金・保証金支出

設備関係支出

教育研究用機器備品支出
その他の機器備品支出
図書支出

資産運用支出

退職給与引当特定資産
への繰入支出
関西大学退職年金引当
特定資産への繰入支出
減価償却引当特定資産
への繰入支出
キャンパス整備資金引当
特定資産への繰入支出
情報基盤等整備資金引当
特定資産への繰入支出
工学部設備整備資金引当
特定資産への繰入支出
高中施設整備資金引当
特定資産への繰入支出
第３号基本金引当特定
資産への繰入支出
未使用基金果実引当特
定預金への繰入支出
総合情報学部E棟／教室棟借入
返済資金特定預金への繰入支出
修学旅行費等預り資産
への繰入支出
有価証券購入支出

その他の支出

貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
修学旅行費等預り金支払支出
その他の預り金支払支出
前払金支払支出

予備費

資金支出調整勘定

期末未払金
前期末前払金

次年度繰越支払資金

増 減１５年度予算１６年度予算科 目

資産の部
平成１７年３月３１日 （単位 千円）

（注）１減価償却額の累計額の合計額 ５２，８１２，２８３千円

２徴収不能引当金の合計額 ４，８６５千円

３退職給与引当金の額の算定方法は次のとおりである。

大学の教員及び職員 期末要支給額の５０％を基にして私立大学退職金財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額との繰入調整額を加減した金額を計上して

いる。

高等学校、中学校、幼稚園の教員 期末要支給額から私学退職金財団よりの交付金相当額を控除した金額の５０％を計上している。

役員 期末要支給額の１００％を計上している。

４関西大学退職年金引当金の額の算定方法は次のとおりである。

関西大学退職年金規程に基づき、退職給付債務を引当計上している。

５翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額 ６，２５７，４００千円

６大学院法務研究科（法科大学院）教育ローン制度における保証債務額 ９８，０１０千円

７通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権移転外ファイナンス・リースのうち、平成１０年４月以降締結したものは次のとおりであ

る。

リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料期末残高

教育研究用機器備品 ７９７，２１５千円 １５８，０２９千円

その他の機器備品 ７，７２６千円 ３，８６３千円

車輌 １３，９４８千円 ２，５４５千円

負債の部

２，５８９，０６６１５７，４８７，９７８１６０，０７７，０４４資産の部合計

３，９４６，９０３

９４３，０９１

０

△ １１６，１８１

△ ４９１，８４６

４９０，１７１

△ ５６，３５９

３１５，８６６

８０１，４４０

３，００３，８１２

０

△ ２５，４０３

０

０

３９３，３０１

△ ２２４，０７２

６８，６３５

２，０４０，２８３

△ ９００，０００

１００，０００

２２，０００

５０，０００

１，５５２，１３８

△ ５５，５４５

０

△ １７，５２５

△ １，３５７，８３７

△ １，２７６，５４０

△ ５７６，５８３

５００，０００

△ ３，５１４

△ １，０００

△ ２００

１３２，３７９，８３７

８１，５４５，１０８

９，０２９，０１１

４４，８１８，２３４

８，１４８，７９５

７，７６５，０４６

３３９，４２７

１０，７２１，３１５

７２３，２８０

５０，８３４，７２９

１８，４９６

２７０，００１

２１，７９０

１２，４５０

４，３３４，６１０

８，１４７，８２７

５３４，２５４

２４，３６５，８５９

２，２００，０００

３００，０００

１７６，０００

０

９，９４９，７６５

２８７，３９８

６９，７７９

１４６，５００

２５，１０８，１４１

１９，０８４，８９０

１，８０１，２１６

４，００１，８６７

１８０，５４１

２０，０００

１９，６２７

１３６，３２６，７４０

８２，４８８，１９９

９，０２９，０１１

４４，７０２，０５３

７，６５６，９４９

８，２５５，２１７

２８３，０６８

１１，０３７，１８１

１，５２４，７２０

５３，８３８，５４１

１８，４９６

２４４，５９８

２１，７９０

１２，４５０

４，７２７，９１１

７，９２３，７５５

６０２，８８９

２６，４０６，１４２

１，３００，０００

４００，０００

１９８，０００

５０，０００

１１，５０１，９０３

２３１，８５３

６９，７７９

１２８，９７５

２３，７５０，３０４

１７，８０８，３５０

１，２２４，６３３

４，５０１，８６７

１７７，０２７

１９，０００

１９，４２７

� 固定資産

１有形固定資産

（１）土地

（２）建物

（３）構築物

（４）教育研究用機器備品

（５）その他の機器備品

（６）図書

（７）建設仮勘定

２その他の固定資産

（１）電話加入権

（２）施設利用権

（３）敷金・保証金

（４）有価証券

（５）長期貸付金

（６）退職給与引当特定資産

（７）関西大学退職年金引当特定資産

（８）減価償却引当特定資産

（９）キャンパス整備資金引当特定資産

（１０）情報基盤等整備資金引当特定資産

（１１）工学部設備整備資金引当特定資産

（１２）高中施設整備資金引当特定資産

（１３）第３号基本金引当特定資産

（１４）未使用基金果実引当特定預金

（１５）厚生施設整備引当特定資金

（１６）総合情報学部E棟／教室棟借入返済資金特定預金

�流動資産

（１）現金・預金

（２）未収入金

（３）有価証券

（４）前払金

（５）修学旅行費等預り資産

（６）その他の流動資産

増 減１５年度末１６年度末科 目

△ ７８９，９８４２２，０５３，３１８２１，２６３，３３４負債の部合計

△ ８７４，３６１

△ ７１８，９２４

△ ２２４，０７２

６８，６３５

８４，３７７

２５，３７９

５６，４００

２３，５９８

△ １，０００

△ ２０，０００

１５，０１９，３８７

６，３３７，３０６

８，１４７，８２７

５３４，２５４

７，０３３，９３１

６９３，５４５

５２８，７５１

５，４０１，６３５

２０，０００

３９０，０００

１４，１４５，０２６

５，６１８，３８２

７，９２３，７５５

６０２，８８９

７，１１８，３０８

７１８，９２４

５８５，１５１

５，４２５，２３３

１９，０００

３７０，０００

�固定負債

（１）長期借入金

（２）退職給与引当金

（３）関西大学退職年金引当金

�流動負債

（１）短期借入金

（２）未払金

（３）前受金

（４）修学旅行費等預り金

（５）その他の預り金

増 減１５年度末１６年度末科 目

基本金の部

６，４８４，１３９１３８，６７１，０３０１４５，１５５，１６９基本金の部合計

５，５８５，００１
△ ７２８，０００

１，５５２，１３８
７５，０００

１２３，７９４，２６５
２，６７６，０００
９，９４９，７６５
２，２５１，０００

１２９，３７９，２６６
１，９４８，０００
１１，５０１，９０３
２，３２６，０００

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

増 減１５年度末１６年度末科 目

△ ３，１０５，０８９△ ３，２３６，３７０△ ６，３４１，４５９消費収支差額の部合計

△ ３，１０５，０８９△ ３，２３６，３７０△ ６，３４１，４５９翌年度繰越消費支出超過額

増 減１５年度末１６年度末科 目

消費収支差額の部

２，５８９，０６６１５７，４８７，９７８１６０，０７７，０４４負債の部・基本金の部及び消費収支差額の部合計

増 減１５年度末１６年度末科 目

予予想想貸貸借借対対照照表表

３，２３６，３７０，０００

３，１０５，０８９，０００

０

３，２３６，３７０，０００

３，２３６，３７０，０００

６，３４１，４５９，０００

前年度繰越消費支出超過額

翌年度繰越消費支出超過額

増 減１５年度予算１６年度予算科 目

△ ７６０，９０７，０００

△ ６２９，６２６，０００

３，８６５，９９６，０００

６２９，６２６，０００

３，１０５，０８９，０００

０

当年度消費支出超過額

前年度繰越消費収入超過額

増 減１５年度予算１６年度予算科 目

消費支出の部

△ １３４，９８４，０００

５８２，１６４，０００

△ １６４，２０２，０００

３６６，０００

２６，４６８，０００

△ ５８０，１７１，０００

３９１，０００

△ ８０，０７３，０００

△ １１，３２８，０００

△ ７４，５１３，０００

△ ２２，８３９，０００

△ ２０，５３８，０００

△ １，１２０，０００

９６，９５４，０００

△ ５９，７８５，０００

１，３８１，０００

１，５４０，０００

１１９，４８３，０００

△ ７，５３９，０００

４，８２２，０００

△ ９６３，０００

３３，６２５，０００

△ １３５，８１９，０００

１，０００

１，２３３，０００

△ ４，４２４，０００

△ ３５９，０００

６７５，０００

△ ５６０，０００

３３，８０５，０００

△ ７，３０３，０００

１９，８０７，９５６，０００

１１，４１３，２９８，０００

６，０１３，５０４，０００

７０，３０５，０００

１５６，３９３，０００

２，０６２，０７８，０００

９２，３７８，０００

１３，７６５，１２６，０００

３７３，５５４，０００

２，００６，２９６，０００

３０５，８２３，０００

３５６，９８８，０００

１７６，６７７，０００

４９２，４６４，０００

３０７，２５７，０００

９３９，９４８，０００

５，２００，０００

４，５５３，３９０，０００

６７３，６１６，０００

４２，１４８，０００

５４，２８６，０００

２，１６３，９２０，０００

１，１０５，４９１，０００

９２４，０００

５，０２６，０００

１２４，６６５，０００

９，７１５，０００

２２，９６６，０００

４４，７７２，０００

１，７０６，５５６，０００

６２，８８９，０００

１９，６７２，９７２，０００

１１，９９５，４６２，０００

５，８４９，３０２，０００

７０，６７１，０００

１８２，８６１，０００

１，４８１，９０７，０００

９２，７６９，０００

１３，６８５，０５３，０００

３６２，２２６，０００

１，９３１，７８３，０００

２８２，９８４，０００

３３６，４５０，０００

１７５，５５７，０００

５８９，４１８，０００

２４７，４７２，０００

９４１，３２９，０００

６，７４０，０００

４，６７２，８７３，０００

６６６，０７７，０００

４６，９７０，０００

５３，３２３，０００

２，１９７，５４５，０００

９６９，６７２，０００

９２５，０００

６，２５９，０００

１２０，２４１，０００

９，３５６，０００

２３，６４１，０００

４４，２１２，０００

１，７４０，３６１，０００

５５，５８６，０００

人件費

教員人件費

職員人件費

役員報酬

退職金

退職給与引当金繰入額

関西大学退職年金引当金繰入額

教育研究経費

旅費交通費

消耗品費

印刷・製本費

研究補助費

教育等補助費

奨学費

通信運搬費

光熱水費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

管理経費

旅費交通費

増 減１５年度予算１６年度予算科 目

△ ６３，５５６，０００３５，９５３，８９１，０００３５，８９０，３３５，０００消費支出の部合計

△ ３，８９４，０００

△ １，６２８，０００

９，７０３，０００

５６，１５４，０００

△ ７，８６２，０００

１２０，０００

△ ６８０，０００

△ １７，４１６，０００

△ ２５，８９２，０００

２，０３４，０００

３０，０００

４９，４６８，０００

４５５，０００

４７９，０００

△ ２０，２０６，０００

２，３６７，０００

△ １，００２，０００

４５３，０００

△ １，５７５，０００

△ ３０，７２２，０００

△ ３０，７２２，０００

４８，４１８，０００

５５，９６８，０００

△ ５，５８５，０００

△ ２，０８５，０００

１２０，０００

０

１００，０００，０００

５０，５９２，０００

３０，１７７，０００

８６，３０１，０００

１９６，２１２，０００

８４，１９０，０００

２８，９４７，０００

２，６０６，０００

２６９，４０６，０００

２０９，９５４，０００

５７，７７０，０００

５，２１６，０００

４７６，５６３，０００

１７，１４６，０００

１３，４５２，０００

３６，２８７，０００

３５，４２４，０００

１０，７７９，０００

１８，０３６，０００

１４，６０９，０００

２１８，３６７，０００

２１８，３６７，０００

５５，８８６，０００

１１，０５２，０００

５，５８５，０００

３７，７７０，０００

４７９，０００

１，０００，０００

４００，０００，０００

４６，６９８，０００

２８，５４９，０００

９６，００４，０００

２５２，３６６，０００

７６，３２８，０００

２９，０６７，０００

１，９２６，０００

２５１，９９０，０００

１８４，０６２，０００

５９，８０４，０００

５，２４６，０００

５２６，０３１，０００

１７，６０１，０００

１３，９３１，０００

１６，０８１，０００

３７，７９１，０００

９，７７７，０００

１８，４８９，０００

１３，０３４，０００

１８７，６４５，０００

１８７，６４５，０００

１０４，３０４，０００

６７，０２０，０００

０

３５，６８５，０００

５９９，０００

１，０００，０００

５００，０００，０００

福利厚生費

年金

消耗品費

印刷・製本費

通信運搬費

光熱水費

補助費

広告費

減価償却額

修繕費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

借入金等利息

借入金利息

資産処分差額

建物処分差額

構築物処分差額

教育研究用機器備品処分差額

その他の機器備品処分差額

図書処分差額

予備費

増 減１５年度予算１６年度予算科 目

△ ５７，４８６，０００
△ ４５，４７３，０００

１９，０２０，０００
△ ３０，０４６，０００
△ １，４８７，０００

５００，０００

△ ５１，４２３，０００
△ ５９，０００，０００
△ ３３８，０００
△ ５４８，０００

８，６６０，０００
△ １９７，０００

△ １８９，８００，０００
△ １８９，８００，０００

０

△ １９２，８１１，０００
△ １８２，１２４，０００
△ ８，２７７，０００
△ ２，４１０，０００

△ ９１，８４７，０００
△ ４，４３３，０００

０

△ ９５，２０７，０００
△ ３５０，０００

△ ４４，０００

２９，８６９，６７２，０００
２２，２０４，６２７，０００
２，１８８，９００，０００
７８５，６５６，０００

４，５８５，６８９，０００
１０４，８００，０００

２，４４５，１５５，０００
２，４１７，７７０，０００
２，４３４，０００
１７，２１８，０００

０
７，７３３，０００

８７１，０００，０００
７５１，０００，０００
１２０，０００，０００

３，８８８，８２８，０００
３，３２１，２３７，０００
５６５，１８１，０００
２，４１０，０００

８９７，１１８，０００
９２，２４２，０００
４，０３４，０００

４５３，５１５，０００
３７３，０００

４７，０００

２９，８１２，１８６，０００
２２，１５９，１５４，０００
２，２０７，９２０，０００
７５５，６１０，０００

４，５８４，２０２，０００
１０５，３００，０００

２，３９３，７３２，０００
２，３５８，７７０，０００
２，０９６，０００
１６，６７０，０００
８，６６０，０００
７，５３６，０００

６８１，２００，０００
５６１，２００，０００
１２０，０００，０００

３，６９６，０１７，０００
３，１３９，１１３，０００
５５６，９０４，０００

０

８０５，２７１，０００
８７，８０９，０００
４，０３４，０００

３５８，３０８，０００
２３，０００

３，０００

学生生徒等納付金
授業料
入学金
実験・実習科
教育充実費
施設費

手数料
入学検定料
試験料
証明手数料
大学入試センター試験実施手数料
その他の手数料

寄付金
特別寄付金
現物寄付金

補助金
国庫補助金
地方公共団体補助金
学術研究振興資金

資産運用収入
退職給与引当特定資産運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入

増 減１５年度予算１６年度予算科 目

６９７，３５１，０００３２，０８７，８９５，０００３２，７８５，２４６，０００消費収入の部合計

△ ３１，０００

△ ５７，０００

２０，７５７，０００

８１，０００

△ ７，０００

△ ２７，０００

△ １５，２２９，０００

２，７００，０００

０

０

２５，９２９，０００

２９，１３７，０００

△ ３，２０８，０００

０

△ ２１０，１２０，０００

△ ２０３，５６３，０００

△ ６，５５７，０００

△ ７６７，５５８，０００

１，４６４，９０９，０００

３２，０００

６０，０００

１９７，２５４，０００

１２１，０００

２１，０００

２８，０００

５３，３９１，０００

９６，０００，０００

１０，０００，０００

１０，０００，０００

５２０，０７７，０００

３３９，２６０，０００

２０，４０１，０００

１６０，４１６，０００

１，５３５，０９３，０００

１，４１０，９６５，０００

１２４，１２８，０００

４０，０３６，９４３，０００

△７，９４９，０４８，０００

１，０００

３，０００

２１８，０１１，０００

２０２，０００

１４，０００

１，０００

３８，１６２，０００

９８，７００，０００

１０，０００，０００

１０，０００，０００

５４６，００６，０００

３６８，３９７，０００

１７，１９３，０００

１６０，４１６，０００

１，３２４，９７３，０００

１，２０７，４０２，０００

１１７，５７１，０００

３９，２６９，３８５，０００

△６，４８４，１３９，０００

工学部設備整備資金引

当特定資産運用収入

高中施設整備資金引当

特定資産運用収入

第３号基本金引当特定資産運用収入

未使用基金果実引当特

定預金運用収入

厚生施設整備引当特定

資金運用収入

総合情報学部E棟／教室棟借

入返済資金特定預金運用収入

受取利息・配当金

施設設備利用科

資産売却差額

有価証券売却差額

事業収入

補助活動収入

附属事業収入

受託事業収入

雑収入

私学退職金財団交付金

雑収入

帰属収入合計

基本金組入額合計

増 減１５年度予算１６年度予算科 目

消費収入の部
平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日まで （単位 円）

消消費費収収支支予予算算書書

�
収
支
予
算
書

学
校
法
人
の
経
営
状
況
の

健
全
維
持
を
明
ら
か
に
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高
度
化
・
多
様
化
す
る
教
育

研
究
面
に
お
け
る
整
備
・
充
実

な
ど
の
支
出
の
増
加
に
対
し
、

収
入
面
で
は
、
学
生
数
減
少
に

よ
る
学
生
生
徒
等
納
付
金
の
減

少
、
抑
制
傾
向
に
あ
る
経
常
費

補
助
金
、
低
金
利
下
に
お
け
る

資
産
運
用
収
入
の
減
少
な
ど
、

平
成
十
六
年
度
の
財
政
見
通
し

は
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が

予
測
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
八
年
に
創
立
百
二
十

周
年
を
迎
え
る
本
学
が
、
大
学

間
の
「
サ
バ
イ
バ
ル
時
代
」
に

勝
ち
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

よ
り
強
固
な
財
政
基
盤
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
前

年
度
に
引
き
続
き
、
全
構
成
員

一
致
団
結
の
も
と
創
立
百
二
十

周
年
寄
付
金
の
確
保
に
努
め
、

是
非
、
創
立
百
二
十
周
年
記
念

事
業
計
画
を
成
功
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。教

職
員
、
学
生
の
み
な
ら

ず
、
関
係
者
各
位
の
大
学
財
政

に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
温
か

い
お
力
添
え
が
不
可
欠
で
す
。

ど
う
か
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、「
関
西
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
の
「
関
西
大
学
の
概

要
」
の
中
に
も
財
務
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
�h
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���w
w

w
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sai
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】

次
に
、
消
費
収
支
固
有
の
主

な
科
目
に
つ
い
て
、
若
干
説
明

し
ま
す
。

帰
属
収
入
の
寄
付
金
に
は
、

現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
ま
す
。

基
本
金
組
入
額
は
、
学
校
法

人
が
教
育
研
究
活
動
を
行
う
た

め
に
は
、
校
地
、
校
舎
、
機
器

備
品
、
図
書
、
現
預
金
な
ど
の

資
産
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
維
持

す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学

校
会
計
で
は
、
こ
れ
ら
学
校
法

人
の
諸
活
動
に
必
要
な
資
産
を

取
得
す
る
た
め
に
、「
帰
属
収
入

か
ら
充
て
た
金
額
」
を
も
っ

て
、
学
校
法
人
資
産
の
「
維
持

す
べ
き
金
額
」
と
し
、
こ
れ
が

「
基
本
金
組
入
額
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

消
費
支
出
の
人
件
費
に
は
退

職
給
与
引
当
金
繰
入
額
や
関
西

大
学
退
職
年
金
引
当
金
繰
入
額

が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
教
育

研
究
経
費
及
び
管
理
経
費
に
は

減
価
償
却
額
が
含
ま
れ
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
消
費
収
支
予

算
は
、『
消
費
収
支
計
算
書
』
の

と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
総
括

す
る
と
、
�
表
２
�
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

帰
属
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
補
助
金
な

ど
の
法
人
に
帰
属
す
る
収
入

で
、
三
百
九
十
二
億
六
千
九
百

万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
較

で
七
億
六
千
八
百
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
基
本
金
組
入
額

は
、
施
設
設
備
や
将
来
の
施
設

取
得
に
係
る
積
立
金
や
基
金
な

ど
に
充
当
す
る
も
の
で
、
六
十

四
億
八
千
四
百
万
円
と
な
り
、

対
前
年
度
比
較
で
十
四
億
六
千

五
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組

入
額
を
控
除
し
て
消
費
支
出
に

充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
消
費

収
入
は
、
三
百
二
十
七
億
八
千

五
百
万
円
と
な
り
、
対
前
年
度

比
較
で
六
億
九
千
七
百
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
及
び
法

人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経
費

で
、
三
百
五
十
八
億
九
千
万
円

と
な
り
、
対
前
年
度
比
較
で
六

千
四
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
十
六
年
度
予
算
に
お

け
る
消
費
収
支
の
均
衡
状
況
を

あ
ら
わ
す
消
費
支
出
超
過
額

は
、
三
十
一
億
五
百
万
円
と
な

り
、
対
前
年
度
比
較
で
七
億
六

千
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
次
年
度
へ
繰

り
越
す
こ
と
に
な
る
繰
越
消
費

支
出
超
過
額
は
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
消
費
支
出
超
過
額
三
十

二
億
三
千
六
百
万
円
に
、
当
年

度
消
費
支
出
超
過
額
三
十
一
億

五
百
万
円
を
加
え
六
十
三
億
四

千
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
累
積
消
費
支
出

超
過
額
の
ほ
か
に
、
建
物
な
ど

の
取
得
に
際
し
借
り
入
れ
た
借

入
金
の
未
返
済
額
に
あ
た
る
基

本
金
未
組
入
額
（
潜
在
的
累
積

赤
字
と
い
わ
れ
る
も
の
）
が
六

十
二
億
五
千
七
百
万
円
あ
り
、

こ
の
二
つ
を
あ
わ
せ
た
累
積
赤

字
と
い
わ
れ
る
額
は
百
二
十
五

億
九
千
八
百
万
円
と
な
り
ま

す
。な

お
、
『
予
想
貸
借
対
照

表
』
に
よ
る
と
、平
成
十
六
年
度

末
借
入
金
残
高
は
、
当
年
度
中

の
借
入
れ
と
償
還
分
を
差
し
引

き
、前
年
度
よ
り
六
億
九
千
四
百

万
円
減
少
し
て
、
六
十
三
億
三

千
七
百
万
円
と
な
る
見
込
み
で

す
。

平
成
十
六
年
度
資
金
収
支
予

算
は
、『
資
金
収
支
予
算
書
』
の

と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
総
括

し
た
も
の
が
�
表
１
�
で
す
。

資
金
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
な
ど
の
法
人
に
帰

属
す
る
収
入
の
ほ
か
、
借
入
金

等
収
入
、
前
受
金
収
入
な
ど
も

含
め
、
四
百
二
十
九
億
九
千
九

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
金
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
及
び
法

人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経
費
、

施
設
設
備
費
の
ほ
か
、
借
入
金

返
済
な
ど
の
支
出
も
含
め
、
四

百
四
十
二
億
七
千
六
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
差

し
引
き
当
年
度
不
足
資
金
十
二

億
七
千
七
百
万
円
は
、
前
年
度

繰
越
支
払
資
金
か
ら
充
て
る
こ

と
に
な
り
、
次
年
度
繰
越
支
払

資
金
は
百
七
十
八
億
八
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

主
な
科
目
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
す
。

〔
学
生
生
徒
等
納
付
金
収

入
〕
は
、
授
業
料
、
入
学
金
、

実
験
・
実
習
料
、
教
育
充
実
費

な
ど
で
す
。
積
算
基
礎
と
な
る

学
生
・
生
徒
・
園
児
数
は
、�
表

３
�
の
と
お
り
で
す
。
学
部
学

費
は
、
社
会
・
経
済
情
勢
を
勘

案
し
、
初
年
度
学
費
は
平
成
十

二
年
度
か
ら
平
成
十
六
年
度
の

五
年
間
据
え
置
き
、
平
成
十
五

年
度
か
ら
の
昼
夜
開
講
制
導
入

に
伴
う
昼
間
主
コ
ー
ス
の
学
費

は
平
成
十
五
、
十
六
年
度
の
二

年
間
据
え
置
き
ま
し
た
。

〔
手
数
料
収
入
〕
は
、
入
学

検
定
料
が
主
な
も
の
で
す
。
大

学
院
（
法
科
大
学
院
含
む
）
二

千
人
、
学
部
六
万
七
千
人
、
高

校
四
百
人
、
中
学
校
六
百
人
、

幼
稚
園
九
十
人
を
見
込
み
ま
し

た
。〔

補
助
金
収
入
〕
は
、
大
学

へ
の
国
の
経
常
費
補
助
金
と
高

校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
へ
の
大

阪
府
の
経
常
費
補
助
金
が
主
な

収
入
で
す
。

〔
人
件
費
支
出
〕
の
積
算
基

礎
と
な
る
専
任
教
職
員
数
は
、

�
表
４
�
の
と
お
り
、
法
科
大

学
院
の
教
員
増
を
見
込
み
、
こ

れ
以
外
に
、
兼
任
教
職
員
数
と

し
て
、
兼
任
教
員
千
百
二
十
三

人
、
授
業
・
研
究
補
助
な
ど
を

含
む
兼
任
事
務
職
員
四
百
十
七

人
を
見
込
み
ま
し
た
。

〔
教
育
研
究
経
費
支
出
〕は
、

各
設
置
学
校
の
教
育
研
究
活
動

に
必
要
な
消
耗
品
や
業
務
委
託

費
な
ど
が
主
な
支
出
で
す
。

〔
管
理
経
費
支
出
〕
は
、
学

生
募
集
に
係
る
経
費
及
び
法
人

の
運
営
費
な
ど
で
す
。

〔
施
設
関
係
支
出
〕
は
、
第

２
学
舎
４
号
館
建
築
工
事
、
誠

之
館
３
号
館
（
新
館
）
改
修
工

事
、「
総
合
学
生
会
館

メ
デ
ィ

ア
パ
ー
ク

凜
風
館
」
建
築
工

事
、
工
学
部
第
６
実
験
棟
建
築

工
事
な
ど
で
す
。

〔
設
備
関
係
支
出
〕
は
、
情

報
機
器
な
ど
の
取
替
更
新
、
第

２
学
舎
４
号
館
建
築
工
事
に
伴

う
機
械
装
置
及
び
機
器
備
品
購

入
な
ど
で
す
。

１

資
金
収
支
予
算
に
つ
い
て

２

消
費
収
支
予
算
に
つ
い
て

（注）平成１５年度予算は、第１次補正後予算です。

△３，１０５△３，２３６△６，３４１翌年度繰越消費収支差額

△３，８６６６３０△３，２３６前年度繰越消費収支差額

７６１△３，８６６△３，１０５
(C―D)

当年度消費収支差額

△６４３５，９５４３５，８９０D 消 費 支 出

６９７３２，０８８３２，７８５C 消費収入(Ａ＋Ｂ)

１，４６５△７，９４９△６，４８４B 基 本 金 組 入 額

△７６８４０，０３７３９，２６９A 帰 属 収 入

増 減平成１５年度予算平成１６年度予算科 目

�表２�消費収支予算総括表 （単位 百万円）

△１，２７７１９，０８５１７，８０８次年度繰越支払資金

７７３△２，０５０△１，２７７収 支 過 不 足

当
年
度

６４４，２７０４４，２７６資 金 支 出

７７９４２，２２０４２，９９９資 金 収 入

△２，０５０２１，１３５１９，０８５前年度繰越支払資金

増 減平成１５年度予算平成１６年度予算科 目

�表１�資金収支予算総括表 （単位 百万円）

（注）平成１５年度予算は、第１次補正後予算です。

△６４６５４５９事務職員

２６６８１７０７教員 計

０８８教 諭幼

０３２３２教 諭中

０５０５０教 諭高

２６５９１６１７計

大

学
０１１副 手

△２１２１０助 手

△３５２４９専任講師

５１１８１２３助 教 授

２６４０８４３４教 授

増 減平成１５年度予算平成１６年度予算区 分

�表４�専任教職員数 （単位 人）

△４４４２９，７０８２９，２６４合 計

１７１９９２１６幼 稚 園

６７６１７６７中 学 校

４１，３３５１，３３９高 等 学 校

△４７１２７，４１３２６，９４２大学 計

大

学

△７０６２６，１１１２５，４０５学 部

２３５１，３０２１，５３７大 学 院

増 減平成１５年度予算平成１６年度予算区 分

�表３�学生数 （単位 人）

�
収
支
予
算
の
概
要

次
年
度
繰
越
は
１７８
億
８００
万
円学

校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
16
年
度
予
算
に
つ
い
て�

―
情
報
送
発
信
の
拠
点
校
、
関
大
―�

�
お
わ
り
に

よ
り
強
固
な
財
政
基
盤
へ

その他�
（6.5％）��
87,554円�

一人当たり支出計�

1,448,006円� 人件費�
（46.4％）�
672,258円�

（注）「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返済、�
 　　　または将来取得のための積立金などの資本的支出に充てる額です。�

教育研究�
経　費�
（32.3％）�
467,641円�

管理経費�
（4.1％）�
59,471円�

その他�
（1.9％）�
27,062円�

基本金�
組入額�
（15.3％）�
221,574円�

一人当たり収入計�

1,341,900円�

�

学生生徒等�
納付金�
（75.9％）�
1,018,732円�

手数料�
（6.1％）�
81,798円�

補助金�
（9.4％）�
126,299円�

資産運用�
収　入�
（2.1％）�
27,517円�

収支差額�
（いわゆる赤字）�
△106,106円�

平成１６年（２００４年）５月１４日第 ３１７ 号 （８）



教育懇談会
平成１６年度

平成１６年度教育懇談会の
日程が決定しました。
【本学】
５月１６日（日）
【地方】
８月１日（日） 福岡市

高松市
８月３日（火） 長崎市

高知市
８月６日（金） 岐阜市

別府市
８月８日（日） 金沢市

宮崎市
８月２７日（金） 松江市

静岡市
８月２９日（日） 広島市

四日市市
９月１２日（日） 長野市

仙台市
１１月２０日（土） 和歌山市

講演テーマ：住基ネットの問題性
―人権の基礎としての個人情報保護―

講師：甲南大学法科大学院教授
ソノ ダ ヒサシ
園 田 寿

時間：１６時２０分～１７時５０分
場所：TEホール

５
月
３１
日（
月
）

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

講演テーマ：ふれあいトーク『差別・被差別の二分法を克服
し、�新たな公�の創出をめざして』

講師：大阪府人権協会専務理事
ムラ イ シゲル

村 井 茂
茨木市立葦原小学校長

カシ モト ヨシ コ

樫 本 佳 子
ウ エダ ヨ シ ミ

コーディネーター：文学部教授 上田誉志美
時間：１３時００分～１４時３０分
場所：第１学舎２号館B１０２教室

５
月
２２
日（
土
）

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

講演テーマ：「伝統・慣習」の中に潜む女性差別
―性のダブルスタンダードを考える―

ハタ ミ チ ヨ

講師：小学校教員 畑 三千代
時間：１８時００分～１９時３０分
場所：第２学舎３号館E１０１教室

５
月
１８
日（
火
）

講演テーマ：部落差別の本質、現状、同和住宅家賃の値上
げ問題について

講師：同和住宅家賃値上げ反対全国連絡協議会事務局長
オオ ハシ ヨシ ヒロ

大 橋 昌 広
時間：１８時００分～１９時３０分
場所：第２学舎３号館D１０４教室

５
月
１７
日（
月
）

講演テーマ：人権問題からみた障害者教育
―盲児が普通の子と同じ教室で学ぶなんて出
来るだろうか―

ツ ダ ミチ オ

講師：評論家、障害者の教育権を実現する会 津田 道夫
時間：１４時４０分～１６時１０分
場所：第２学舎２号館C３０３教室

５
月
１７
日（
月
）

講演テーマ：玄海灘を越え、国際人として生きて
講師：医師 韓国川崎病研究所所長

イシ カワ シ ゼン

石 川 自 然
時間：１３時００分～１４時３０分
場所：第１学舎２号館B１０２教室

５
月
１５
日（
土
）

本
学
で
は
す
べ
て
の
構
成
員

の
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
、

学
内
外
関
係
者
の
ご
協
力
を
得

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ

て
い
る
。
毎
年
春
と
秋
の
二
回

実
施
す
る
本
学
独
自
の
人
権
啓

発
行
事
も
そ
の
一
環
で
、
今
年

の
春
は
五
月
十
五
日
（
土
）
か

ら
二
十
二
日（
土
）の
間
、
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
五
月
三
十

一
日
（
月
）、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
左
記
の
と
お
り
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

全
学
の
人
び
と
が
こ
れ
ら
の

講
演
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、

多
様
な
人
権
問
題
に
関
心
を
持

ち
、
さ
ら
に
人
権
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
希
望
す
る
。

こ
れ
ら
の
講
演
会
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
各
学
部
学
舎
、
図

書
館
、
新
関
西
大
学
会
館
南
棟

な
ど
学
内
要
所
に
置
か
れ
る
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
人
権
を
考

え
る
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
、
来
聴

多
数
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。（
副
学
長

小
幡

斉
）
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春春
のの
人人
権権
啓啓
発発
行行
事事

５
月
１５
〜
２２
、
３１
日

６
テ
ー
マ
で
講
演
会

������������������������
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日
々
、
新
た
な
研
究
が
芽
生
え
て
い
る
�
�
活
力
あ
る
大
学
は
そ
う
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
本
学
が
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
拠
点
に
採
択
さ
れ
た
こ
の
春
、
大
き
な

成
果
が
期
待
で
き
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
二
つ
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、

本
学
全
体
の
研
究
環
境
に
つ
い
て
も
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
よ
り
い
っ
そ
う

の
充
実
を
め
ざ
す
施
策
が
立
案
、
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー
の

な
か
に
開
設
さ
れ
た
政
策
グ
リ

ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
実

験
拠
点
。例
え
ば
、私
た
ち
が
銀

行
や
郵
便
局
に
お
金
を
預
け
に

い
く
と
し
よ
う
。
ど
こ
に
い
く

ら
預
け
る
か
。
そ
こ
に
は
各
家

庭
の
家
計
状
況
、
利
率
か
ら
店

舗
の
配
置
ま
で
含
ん
だ
銀
行
・

郵
便
局
側
の
要
因
、
そ
の
背
後

に
あ
る
政
府
の
経
済
政
策
と
い

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
因
子
が
働
い

て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
も
解
析
で
き
な
い
こ
う

し
た
テ
ラ
・
バ
イ
ト
単
位
に
ま

で
上
る
巨
大
量
の
情
報
を
、
ス

ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
活
用
し

て
多
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
組

み
合
わ
せ
て
機
能
さ
せ
る
グ
リ

ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

よ
っ
て
解
析
し
、金
融
危
機
、郵

政
事
業
再
編
、
年
金
改
革
な
ど

に
つ
い
て
国
民
経
済
の
混
乱
を

防
止
す
る
政
策
を
立
案
、
提
言

す
る
こ
と
が
同
拠
点
の
目
的
で

あ
る
。
グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
政
策
研
究
に
用
い

る
の
は
世
界
初
の
試
み
。
政
策

提
言
に
よ
る
社
会
貢
献
の
み
な

ら
ず
、
同
拠
点
は
巨
大
情
報
量

の
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
を
基
礎

と
す
る
そ
の
研
究
方
法
の
面
に

お
い
て
も
社
会
科
学
の
理
論
構

築
に
対
し
て
画
期
的
な
貢
献
を

な
す
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

も
う
一
つ
は
先
端
科
学
技
術

推
進
機
構
の
な
か
に
開
設
さ
れ

た
医
工
薬
連
携
研
究
セ
ン
タ

ー
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
細
胞
レ

ベ
ル
か
ら
臓
器
レ
ベ
ル
に
ま
で

わ
た
る
人
体
機
能
の
解
明
、
そ

れ
に
立
脚
し
た
医
用
生
体
モ
デ

ル
の
製
作
、
そ
し
て
ま
た
、
こ

れ
ら
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
人
体

機
能
に
関
す
る
普
遍
的
デ
ー
タ

を
と
り
だ
し
、
人
工
臓
器
・
医

薬
開
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
す
で
に
こ
う
し
た

研
究
の
蓄
積
の
あ
る
本
学
工
学

部
が
軸
と
な
っ
て
、
昨
年
十
二

月
に
本
学
と
学
術
交
流
協
定
を

締
結
し
た
大
阪
医
科
大
学
を
始

め
、
医
学
・
薬
学
・
工
学
に
精

通
し
た
大
学
、
企
業
、
研
究
機

関
と
連
携
し
て
共
同
研
究
を
進

め
て
い
く
。
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
に
よ
っ
て
画
像
デ
ー
タ
を

転
送
す
れ
ば
、
異
な
る
場
所
で

複
数
の
研
究
者
が
同
時
に
ひ
と

つ
の
実
験
に
参
加
す
る
と
い
う

新
た
な
研
究
の
進
め
方
も
可
能

と
な
っ
た
。

他
方
、
新
た
な
研
究
の
芽
を

育
む
環
境
を
整
備
す
る
施
策
も

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
研

究
者
の
招
へ
い
を
容
易
に
す
る

特
別
任
用
教
育
職
員
規
程
の
制

定
（
本
年
一
月
）
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
上
記
の
二
つ
の
研
究

拠
点
は
こ
の
規
程
を
活
用
し
て

い
る
。
ま
た
、
四
月
に
は
「
関

西
大
学
ポ
ス
ト
・
ド
ク
ト
ラ
ル

・
フ
ェ
ロ
ー
に
関
す
る
取
扱
要

領
」と「
関
西
大
学
リ
サ
ー
チ
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
関
す
る
取
扱

要
領
」が
改
正
さ
れ
、対
象
は
限

定
さ
れ
て
い
る
が
、
外
部
資
金

に
よ
る
研
究
助
成
期
間
終
了
後

も
Ｐ
Ｄ
、
Ｒ
Ａ
の
採
用
を
可
能

に
す
る
道
を
拓
い
た
。さ
ら
に
、

学
内
に
お
け
る
共
同
研
究
を
活

発
に
す
る
一
助
と
し
て
、
四
人

以
上
の
専
任
教
育
職
員
に
よ
っ

て
五
年
を
上
限
と
し
た
時
限
的

な
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
可

能
に
す
る
「
関
西
大
学
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
規
程
」

の
制
定
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
大
学
は
研
究
・
教
育

両
面
に
わ
た
っ
て
競
争
と
淘
汰

の
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。
Ｃ

Ｏ
Ｅ
、
Ｇ
Ｐ
を
先
駆
と
し
て
、

学
外
か
ら
の
研
究
助
成
資
金
は

今
後
も
増
え
て
い
く
も
の
と
予

想
さ
れ
る
。
今
年
度
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ

申
請
書
類
は
学
内
の
研
究
支
援

の
裏
づ
け
を
強
く
要
請
し
て
い

る
。
新
た
な
研
究
の
種
子
を
つ

ぎ
つ
ぎ
と
生
み
出
す
活
力
あ
る

研
究
環
境
と
そ
れ
を
支
え
る
体

制
の
充
実
を
、
本
学
も
築
い
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に

紹
介
し
た
の
は
、
そ
の
地
盤
を

築
く
地
道
な
努
力
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

（
学
長
補
佐

品
川

哲
彦
）
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平
成
十
六
年
三
月
十
五
日
に

関
西
大
学
自
己
点
検
・
評
価
委

員
会
主
催
の
「
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
大
学
改
革
の
時
代
―
あ
な

た
は
関
西
大
学
の
現
状
を
ど
う

評
価
し
て
い
ま
す
か
？
」
が
尚

文
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大

教
室
で
開
催
さ
れ
、
教
職
員
百

六
十
人
余
が
参
加
し
た
。

こ
の
討
論
会
は
、
関
西
大
学

自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
（
大

学
基
準
協
会
「
主
要
点
検
・
評

価
項
目
」
に
準
拠
さ
せ
た
パ
イ

ロ
ッ
ト
版
）
の
編
集
・
発
行
を

機
に
本
学
の
現
状
と
将
来
に
つ

い
て
討
論
す
る
た
め
に
企
画
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
学
長
か
ら
「
関
西
大
学

の
現
状
認
識
と
今
後
の
方
向

性
」
に
つ
い
て
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
な

ど
に
つ
い
て
次
の
三
人
の
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
基
調
講
演

が
行
わ
れ
た
。

�
江
原
武
一
氏
（
京
都
大
学

大
学
院
教
育
学

研
究
科
教
授
）

「
大
学
教
員
の

目
か
ら
見
た
日

米
の
大
学
」

�
中
村
好
伸

氏
（
松
下
電
器

産
業
株
式
会
社

グ
ル
ー
プ
採
用

セ
ン
タ
ー
所
長
）「
人
材
育
成
と

大
学
に
期
待
す
る
こ
と
」

�
足
立
寛
氏
（
株
式
会
社
進

研
ア
ド
Ｂ
ｅ
ｔ
ｗ
ｅ
ｅ
ｎ
編
集

長
）「
国
立
大
学
法
人
化
の
影

響
」そ

の
後
、
学
長
・
副
学
長
、

講
演
者
と
フ
ロ
ア
参
加
者
を
交

え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
学
部
・

学
科
を
越
え
た
全
学
的
な
規
模

で
の
自
己
点
検
・
評
価
に
関
す

る
公
開
討
論
会
が
行
わ
れ
る
の

は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
極

め
て
有
意
義
で
あ
っ
た
。

第
三
者
評
価
が
す
べ
て
の
大

学
に
義
務
付
け
ら
れ
た
い
ま
、

こ
の
討
論
会
は
受
身
の
姿
勢
で

は
な
く
積
極
的
な
姿
勢
で
現
状

の
評
価
と
情
報
公
開
を
行
う
こ

と
の
必
要
性
と
責
任
を
改
め
て

認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
も
の

と
確
信
す
る
。

（
学
長
秘
書
課
�
自
己
点
検
・

評
価
委
員
会
事
務
局
�
）

平
成
十
六
年
一
月
、
羽
間
平

安
理
事
長
か
ら
博
物
館
に
、
江

戸
時
代
か
ら
明
治
初
め
の
大
阪

ち
ょ
う
ば

の
商
家
の
帳
場
で
使
わ
れ
た
道

具
類
や
明
治
時
代
の
銀
貨
な
ど

三
十
二
件
が
寄
贈
さ
れ
た
。
博

物
館
に
新
し
い
収
蔵
分
野
が
加

わ
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
。

寄
贈
さ
れ
た
も
の
は
、
帳
場

け
っ
か
い

格
子
（
結
界
）
と
い
う
商
家
の

番
頭
が
売
り
場
を
差
配
し
、
帳

面
を
付
け
る
机
を
お
い
た
帳
場

を
囲
ん
で
仕
切
っ
た
折
り
た
た

み
木
柵
、千
両
箱
、手
金
庫
、売
り

上
げ
の
銭
を
投
げ
込
ん
だ
銭

た
ん
す

箱
、
小
物
を
納
め
る
小
箪
笥
な

ど
の
収
納
道
具
類
、
売
り
上
げ

そ
ろ
ば
ん

を
計
算
す
る
算
盤
、
貴
金
属
な

て
ん
び
ん

ど
の
計
量
用
の
天
秤
、
銭
の
枚

ぜ
に
ま
す

数
を
数
え
る
た
め
の
銭
升
、
珍

し
い
も
の
で
は
帳
面
に
朱
書
き

す
る
た
め
の
朱
硯
箱
が
あ
る
。

ま
た
、
穀
物
な
ど
の
量
り
売

り
の
た
め
の
柄
付
升
、
漆
塗
り

の
線
香
入
れ
、
研
磨
用
の
エ
イ

の
裏
皮
、
壁
掛
け
状
差
し
な
ど

も
興
味
深
い
。
明
治
時
代
の
銭

箱
に
詰
め
ら
れ
た
二
銭
銅
貨

は
、大
阪
造
幣
局
の
製
造
で
、蔵

出
し
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
。

明
治
三
十
七
年
の
刻
印
の
あ
る

一
円
、五
十
銭
、二
十
銭
、十
銭
の

銀
貨
は
、
明
治
期
に
急
速
に
近

代
国
家
と
し
て
勃
興
し
つ
つ
あ

っ
た
日
本
の
体
面
を
表
す
存
在

感
が
あ
る
。
ち
な
み
に
本
学
で

は
、
明
治
三
十
七
年
に
経
済
学

部
が
、
続
い
て
明
治
三
十
九
年

に
商
学
部
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
博
物
館
で
は
、
今
回
寄
贈

さ
れ
た
大
阪
商
家
の
帳
場
道
具

や
明
治
時
代
銀
貨
な
ど
を
、
適

宜
展
示
、
公
開
し
、
経
済
学

部
、
商
学
部
が
百
年
の
歴
史
を

持
つ
本
学
の
教
育
と
研
究
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

（
博
物
館
事
務
室
）

研究を支援する＆次代の研究者を育てる本学の研究支援体制

PD、RAの給与は、原則として、本学が支弁します。PD、RAを任用できる
研究プロジェクトは、各々の取扱要領に定められている、学外からの一定の評
価を受けた研究プロジェクトです。
関西大学ではこのほかにも、学内の研究所における大学院委託学生、科学研

究費補助金や学内研究助成による調査研究補助員等の採用など、本学に学ぶ次
代の研究を担う学生が学内で行われているさまざまな研究プロジェクトに参加
し、研究者として育っていく機会を設けています。

１６０，０００円研究プロジェクト
の責任者の推薦

本学大学院博士後期課
程に在学する学生

リサーチ・アシ
スタント(RA)

３７９，０００円～
２６６，０００円

PD を募集する
研究プロジェク
トごとに公募

博士課程後期課程修了
者等（博士またはそれ
と同等の能力の者）で
任用初年度の４月１日
時点で３５歳未満

ポスト・ドクト
ラル・フェロー
(PD)

月額応募条件対 象名 称

充充充充充充充充充充
実実実実実実実実実実
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境

充充充充充充充充充充
実実実実実実実実実実
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境

充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境

新
し
い
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
萌
芽

●
政
策
グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

実
験
拠
点

●
医
工
薬
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設

―
―
医
用
生
体
モ
デ
リ
ン
グ
と
人
工
臓
器

・
医
薬
開
発
の
研
究
拠
点
―
―

研
究
環
境
の
充
実

�
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
大
学

改
革
の
時
代
�
を
開
催

羽間平安理事長が大阪商
家の帳場道具資料等寄贈

来
る
、
五
月
二
十
三
日

（
日
）、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
、
恒
例
の「
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
祭
」が
行
わ
れ
る
。
ス

タ
ジ
オ
コ
ー
ナ
ー
や
、
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ナ
ー
等
、
総
合
情

報
学
部
の
特
色
を
活
か
し
た

様
々
な
企
画
が
行
わ
れ
、
毎

年
好
評
を
得
て
い
る
が
、
本

年
度
は
更
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
さ
れ
た
内
容
で
、注
目
を
集

め
て
い
る
。

本
年
度
は
二
つ
の
講
演
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
は

「
激
論
バ
ト
ル
�

経
済
学

�
経
営
学
」
と
い
う
題
で
、

総
合
情
報
学
部
の
山
名
教
授

（
経
済
）、
古
賀
助
教
授
（
経

営
）
が
経
済
と
経
営
の
違
い

を
始
め
、
参
加
者
も
交
え
て

の
討
論
会
が
行
わ
れ
る
。
そ

し
て
も
う
一
つ
は
、
大
学
院

総
合
情
報
学
研
究
科
同
窓
会

主
催
の
「
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

卒
業
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
全
員
集

合
」
で
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業

を
し
た
本
学
部
卒
業
生
の
中

か
ら
四
人
の
講
師
を
迎
え
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
に
関
す
る
様
々

な
講
演
が
行
わ
れ
る
。

ス
タ
ジ
オ
コ
ー
ナ
ー
で
は

毎
日
放
送
局
か
ら
専
門
家
を

迎
え
、
来
る
デ
ジ
タ
ル
放
送

化
に
向
け
た
内
容
が
ス
タ
ジ

オ
機
器
を
用
い
て
解
説
さ
れ

る
。
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
昨
年
ま
で
は
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

で
あ
っ
た
が
、本
年
度
は
「
三

次
元
Ｃ
Ｇ
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

と
題
し
、
新
た
な
企
画
を
設

け
、
よ
り
総
合
情
報
学

部
の
研
究
内
容
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
、
毎
年
人
気

を
集
め
る
応
援
団
の
演

舞
演
奏
や
、
学
生
の
研

究
発
表
、
模
擬
店
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行

わ
れ
る
。

五
月
二
十
三
日
は
一

味
違
っ
た
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

祭
に
足
を
運
び
、
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
に
負
け
ず
劣
ら
ぬ

パ
ワ
ー
を
感
じ
と
っ
て
も
ら

い
た
い
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務

室
）

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

今
年
は
一
味
違
う
�

平成１６年（２００４年）５月１４日第 ３１７ 号 （１０）
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本
学
が
現
在
推
し
進
め
て
い

る
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

計
画
に
つ
い
て
は
、「
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
Ｅ
棟
／
教
室
棟
」、「
以

文
館
（
法
科
大
学
院
棟
）」
の
完

成
を
は
じ
め
、「
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
に
よ
る
給
付
奨
学
金
の
給

付
開
始
」
が
実
施
さ
れ
、「
高
中

正
門
周
辺
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
メ

ニ
テ
ィ
の
整
備
」
な
ど
が
完
了

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
第
２
学
舎
４
号

館
」
に
つ
い
て
は
今
年
九
月
に

完
成
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら

に
「
総
合
学
生
会
館
メ
デ
ィ
ア

パ
ー
ク
凜
風
館
」
の
建
設
工
事

も
四
月
に
地
鎮
祭
を
終
え
、
現

在
、
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
募
金
状
況
に
つ
い
て

は
、
五
月
一
日
現
在
で
約
十
七

億
五
千
五
百
万
円
の
寄
付
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
す
が
、
目
標

額
（
三
十
億
円
）
に
は
ま
だ
ま

だ
及
ば
な
い
状
況
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
ご
父
母
や
校
友
の

方
々
か
ら
、
さ
ら
に
は
法
人
や

企
業
か
ら
の
支
援
を
幅
広
く
得

ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層
積
極

的
に
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
こ
の
記
念
事
業

の
推
進
と
成
功
に
向
け
て
、
関

係
者
各
位
の
力
強
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
切

に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

局
）

教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の

大
学
の
取
り
組
み
を
Ｆ
Ｄ
（
フ

ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
）
と
呼
び
、
本
学
に
お

い
て
も
教
育
改
善
に
向
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
そ

の
活
動
の
一
つ
で
あ
り
、
学
生

や
教
員
の
議
論
の
場
に
な
っ
て

い
る
。

第
六
回
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
第

一
部
で
は
、
早
稲
田
大
学
人
間

科
学
部
長
、
野
嶋
栄
一
郎
先
生

が
、
早
稲
田
大
学
で
行
っ
て
い

る
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
学
習
と

対
面
授
業
の
組
み
合
わ
せ
が
生

み
出
す
学
習
効
果
に
つ
い
て
講

演
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

社
会
学
部
の
雨
宮
俊
彦
先
生
が

授
業
評
価
に
関
す
る
大
学
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
講
演
す
る
。

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
各
学
部
か
ら

学
生
と
学
部
及
び
外
国
語
教
育

研
究
機
構
執
行
部
が
参
加
し
授

業
の
問
題
点
や
授
業
評
価
の
活

用
法
な
ど
に
つ
い
て
、
学
生
と

教
員
と
で
議
論
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
本
学
に
お
け
る

教
育
改
善
に
向
け
て
、
よ
り
多

く
の
教
員
、
学
生
の
参
加
を
期

待
す
る
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
Ｆ

Ｄ
部
門
・
授
業
評
価
部
門
委
員

長

久
保
田
賢
一
）

大
阪
の
代
表
的
な
都
市
景
観

を
構
成
し
、
オ
フ
ィ
ス
街
の
中

心
に
位
置
す
る
中
之
島
図
書
館

別
館
に
、
本
年
四
月
、「
関
西
大

学
中
之
島
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
阪
府
が

都
市
再
生
の
た
め
に
実
践
的
な

人
材
の
育
成
や
社
会
人
な
ど
が

学
習
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
取
組
み
と
し
て
進
め
て
い
た

「
大
学
院
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
立

地
促
進
事
業
」
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。
本
学
は
当
別
館
の
一

階
（
会
議
室
、
講
義
室
、
事
務

室
）
及
び
四
階
（
会
議
室
）
を

活
用
し
、
主
と
し
て
、
法
科
大

学
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
と
し

て
、
「
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
科
目
の
開
講
及
び
一
般
市

民
を
対
象
と
す
る
公
開
講
座
の

実
施
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
本
学
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
を
も
ち
、
本
学
が
発
信

す
る
各
種
の
情
報
が
備
え
ら

れ
、
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。

今
後
、
本
学
の
都
市
部
の
拠

点
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
が
学

生
、
校
友
、
社
会
人
、
企
業
の

方
々
な
ど
、
多
く
の
人
々
の
交

流
の
場
、
学
ぶ
場
と
し
て
幅
広

く
活
用
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て

い
る
。

英
語
講
座
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

夏
期
集
中
ク
ラ
ス
受
付

新
設
し
た
英
語
講
座
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
�
テ
ス
ト
対
策
コ
ー
ス
夏

期
集
中
ク
ラ
ス
の
受
付
を
六
月

二
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
ビ
ギ

ナ
ー
ク
ラ
ス
及
び
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
二
ク
ラ
ス
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
六
月
八
日
か
ら
開
始

す
る
「
マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講

座
」
は
、
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
出
版
・
広
告
、
放
送
の

三
つ
の
業
界
別
ク
ラ
ス
で
受
付

中
で
す
。
詳
細
は
、「
講
座
案
内

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）」
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
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本
号
か
ら
「
新
刊
紹
介
」
欄

の
装
い
を
改
め
、
新
た
に
「
新

刊
の
扉
」
と
し
て
再
出
発
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
掲
載
し
て
い
た
紹
介
文
は
割

愛
し
、
「
新
刊
書
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
も
残
念
な
が
ら
取
り
や
め

と
い
た
し
ま
す
。

�書道部
２回生展「春暁」
５／１３（木）～１５（土）
アートギャラリー（本学）
�レスリング部
西日本学生春季リーグ
５／１４（金）～１６（日）
大阪府立体育会館第２競技場
�ホッケー部
平成１６年度 関西学生ホッケー女子春季リ
ーグ
５／１５（土）～６／５（土）１０時４０分～
舞洲多目的運動広場
�野球部
平成１６年度 関西学生野球六大学 春季リ
ーグ戦（対 近畿大学）
５／１５（土）１０時～・５／１６（日）１２時半～
南港中央
�ソフトボール部
総合予選大阪大会
５／１６（日）～２３（日）
舞洲スポーツ広場
�ボクシング部
近畿リーグ戦
５／１６（日）～６／１３（日）
ボクシング場（本学）
�バレーボール女子部
平成１６年度関西大学バレーボール連盟春季
リーグ戦
５／１６（日）１３時～・５／２３（日）１３時～
・５／３０（日）１１時半～
大谷女子大学／関西外国語大学／千里金蘭
大学
�陸上競技部
第８１回関西学生対抗陸上選手権
５／２０（木）～２３（日）９時～
長居第２陸上競技場
�フェンシング部
第５４回関西学生フェンシングリーグ戦大会
５／２０（木）～２２（土）１０時～
愛知県瀬戸市民公園体育館
�ヨット部
関関同立定期戦
５／２２（土）～２３（日）９時～
大津市柳ケ崎ヨットハーバー
�卓球部
平成１６年度 関西学生卓球選手権大会
５／２２（土）～６／６（日）９時半～
京都府立体育館・松下電器体育館
�弓道部
関西学生弓道選手権大会
５／２２（土）～２３（日）９時～
グリーンアリーナ神戸
�サッカー部
第３３回関西学生サッカー選手権大会
兼 第２８回総理大臣杯全日本サッカートー
ナメント関西予選
５／２３（日）～６／５（土）
長居スタジアム・長居第２陸上競技場・鶴
見緑地球技場 他
�柔道部
第５４回関西学生柔道優勝大会
第１２回関西学生女子柔道優勝大会
５／２３（日）１０時～
尼崎市記念公園総合体育館

�器械体操部
第５４回西日本学生体操選手権大会
５／２９（土）～３０（日）
小牧市スポーツ公園総合体育館パークアリ
ーナ
�スキー競技部
全関西学生春期季節外競技大会
５／３０（日）９時～
兵庫県グリーンピア三木
�ソフトテニス部
大阪学生ソフトテニス優勝大会
５／３０（日）～６／６（日）９時～
関西外国語大学・桃山学院大学・大阪市立
大学
�速記部
第８７回全日本大学速記競技大会
５／３０（日）千里山キャンパス
�拳法部
全国大学選抜選手権大会
５／３０（日）１０時～
早稲田大学記念会堂
�テニス部
関西学生春季テニストーナメント�本戦�
５／３１（月）～６／６（日）１０時～
靱テニスセンター
�射撃部
第１５回西日本学生ライフル射撃選手権大会
６／２（水）～５（土）９時～
新能勢射撃場
�水上競技部
夏季短水路室内選手権
６／６（日）９時～
会場未定
�相撲部
第７８回西日本学生相撲選手権大会
６／６（日）１０時～
堺市大浜公園相撲場
�軽音楽部
春の定期演奏会
６／６（日）バナナホール（梅田）
�写真部
新人展
６／７（月）～１２（土）GalleryKoyodo
�奇術研究部
学内公演
６／８（火）特別講堂（本学）
�混声合唱団ひびき
関西学生混声合唱連盟
第３５回定期演奏会
６／８（火）フェスティバルホール
�ユースホステルクラブ
前期交歓会
６／１２（土）～１３（日）
枚方市野外活動センター
�グリークラブ
第４１回大阪府合唱祭
６／１２（土）～１３（日）
貝塚市コスモシアター
�マンドリンクラブ
マンドリンフェアー
６／１３（日）森ノ宮青少年会館

＊第２７回総合関関戦のスケジュールは、
本紙１２面に掲載しています。

日
時
�
六
月
二
日
（
水
）

午
後
二
〜
五
時

会
場
�
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

尚
文
館
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
大

学
院
棟
Ｔ
Ｄ
一
〇
六

教
室
（
同
時
中
継
）

中中中中中中中中之之之之之之之之島島島島島島島島セセセセセセセセンンンンンンンンタタタタタタタターーーーーーーー開開開開開開開開設設設設設設設設中中中中中中中中中中中中中中中中之之之之之之之之之之之之之之之之島島島島島島島島島島島島島島島島セセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーー開開開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設設設
法 科
大学院サテライト教室などに活用

「
新
刊
紹
介
」欄
が
変
わ
り
ま
し
た

�
総
合
学
生
会
館
�建
設
進
む

創
立
百
二
十
周
年
記
念

第
６
回
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

教
育
改
善
に
向
け
て
授
業

評
価
を
ど
う
活
用
す
る
か

野
球
部
員
が
清
掃
活
動

安
芸
市
地
元
新
聞
に
報
道
さ
れ
る

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
キ
ャ
ン

プ
地
、
高
知
県
安
芸
市
営
球

場
。
詳
し
い
資
料
は
残
っ
て
い

な
い
が
、
こ
の
球
場
で
の
歴
史

は
本
学
の
野
球
部
が
タ
イ
ガ
ー

ス
よ
り
一
年
古
く
、
今
年
で
利

用
四
十
一
年
目
を
迎
え
た
。

例
年
タ
イ
ガ
ー
ス
が
二
月
末

ま
で
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、
そ
れ

と
入
れ
替
わ
り
で
本
学
の
野
球

部
が
安
芸
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
も
三
月
三
日
に
安

芸
入
り
し
、
十
日
間
の
キ
ャ
ン

プ
に
励
ん
だ
。

野
球
部
で
は
「
長
年
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
安
芸
市
に
対

し
、
何
か
お
役
に
立
ち
た
い
」

と
昨
年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
計
画
、
実
施
し
た
。
昨
年

は
安
芸
高
校
野
球
部
を
球
場
に

迎
え
「
野
球
教
室
」
を
実
施

し
、
地
元
の
球
児
に
喜
ん
で
も

ら
っ
た
。

今
年
は
趣
向
を
変
え
、
早
朝

か
ら
ご
み
拾
い
に
精
を
出
し
、

町
の
美
化
に
一
役
買
っ
た
。
部

員
六
十
人
が
購
入
し
た
ち
り
挟

み
を
手
に
毎
朝
約
三
十
分
間
、

た
ば
こ
の
吸
殻
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
空
缶
な
ど
の
収
集
に
汗
を

流
し
た（
写
真
）。こ
の
様
子
は
安

芸
市
で
も
話
題
と
な
り
、
地
元

高
知
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
あ

げ
ら
れ
た
。
野
球
部
で
は
来
年

以
降
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
学
生
部
）

文
学
部
教
授

高
橋
誠
一
著

『
琉
球
の
都
市
と
村
落
』

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

研
究
叢
刊
２３

（
平
成
十
五
年
九
月
十
九
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
本
体
五
五
〇
〇
円
＋
税
）

名
誉
教
授

井
上
宏
著

『
大
阪
の
文
化
と
笑
い
』

（
平
成
十
五
年
十
月
十
日
・
関
西
大
学

出
版
部
・
本
体
一
三
〇
〇
円
＋
税
）

名
誉
教
授

奥
村
郁
三
編

『
薛
允
升

唐
明
律
合
編
稿
本

下
』

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

資
料
集
刊
２４
―

２

（
平
成
十
五
年
十
月
十
日
・
関
西
大
学

出
版
部
・
本
体
一
二
四
〇
〇
円
＋
税
）

外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

竹
内
理
著

『
よ
り
良
い
外
国
語
学
習
法
を

求
め
て
�
外
国
語
学
習
成
功
者

の
研
究
』

（
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
・
松

柏
社
・
本
体
二
五
〇
〇
円
＋
税
）

名
誉
教
授

大
庭
脩
編
著

『
長
崎
唐
館
図
集
成

―
近
世

日
中
交
渉
史
料
集

六
―
』

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

資
料
集
刊
９
―

６

（
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日
・
関
西
大
学

出
版
部
・
本
体
一
三
五
〇
〇
円
＋
税
）

文
学
部
教
授

朝
治
啓
三
著

『The
Com
m
unity

of
the

Realm
and

the
Baronial

Reform
M
ove -

m
ent,1258�1267

』

（
平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
日
・
京
都

大
学
学
術
出
版
会
・
本
体
四
八
〇
〇

円
＋
税
）

外
国
語
研
究
教
育
機
構
教
授

和
田
葉
子
著

『A
Com

panion
to
A
n
-

crene
W
isse

』

（
平
成
十
五
年
・D

.S
.B
rew
er,C
am
-

bridge,U
K

）

『Peregrinator:Essays
on

Literature
in

English
to

celebratetheSeventieth
Birth

-

day
of

Professor
Akira

Yasukawa

』

（
平
成
十
五
年
十
二
月
十
日
・Sho-

h
ak
ush
a,T
ok
yo

）

文
学
部
教
授

松
浦
章
・
文
学

部
教
授

内
田
慶
市
・
外
国
語

研
究
教
育
機
構
教
授

沈
国
威

編
著

『
遐
邇
貫
珍
の
研
究

一
八
五

三
〜
一
八
五
六

Chinese
Serial.

』

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

研
究
叢
刊
２４

（
平
成
十
六
年
一
月
二
十
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
本
体
一
一
〇
〇
〇
円
＋

税
）

Ｇ
�
Ｍ
�
ホ
ジ
ソ
ン
著

経
済
学
部
教
授

若
森
章
孝
・

経
済
学
部
教
授

小
池
渺
・
経

済
学
部
教
授

森
岡
孝
二
訳

『
経
済
学
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
�
�

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
制
度
主

義
分
析
』

（
平
成
十
六
年
一
月
三
十
日
・
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
・
本
体
四
二
〇
〇
円
＋
税
）

ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
ミ
レ
ス
著

商
学
部
教
授

伊
藤
健
市
訳

『
労
働
者
が
闘
う
時

―
革
新

主
義
期
の
労
使
関
係
を
巡
る
政

治
動
向
、
一
八
九
八
〜
一
九
一

六
年
』

（
平
成
十
六
年
二
月
十
八
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
本
体
三
五
〇
〇
円
＋
税
）

文
学
部
教
授

浜
本
隆
志
著

『
魔
女
と
カ
ル
ト
の
ド
イ
ツ

史
』

（
平
成
十
六
年
二
月
二
十
日
・
凸
版
印

刷
・
本
体
七
二
〇
円
＋
税
）

マ
ー
ク
・
ラ
ビ
ナ
著

経
済
学
部
教
授

浜
野
潔
訳

『「
名
君
」
の
蹉
跌
』

（
平
成
十
六
年
二
月
二
十
日
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

出
版
・
本
体
三
五
〇
〇
円
＋
税
）

名
誉
教
授

亀
井
利
明
著

『
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総

論
』

（
平
成
十
六
年
三
月
一
日
・
同
文
舘
出

版
・
本
体
二
三
〇
〇
円
＋
税
）

外
国
語
教
育
研
究
機
構
助
教
授

靜
哲
人
著

『N
EW

H
ORIZON

S
IN

COM
PU
TERIZED

TESTIN
G
OF

REA
D
-

IN
G

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
テ
ス
ト
の
挑
戦
』

（
平
成
十
六
年
三
月
十
日
・
関
西
大
学

出
版
部
・
本
体
四
五
〇
〇
円
＋
税
）

総
合
情
報
学
部
教
授

黒
上
晴

夫
編
著

『
教
育
改
革
の
な
が
れ
を
読

む
』

（
平
成
十
六
年
三
月
十
八
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
本
体
一
三
〇
〇
円
＋
税
）

�����������������������������学生諸団体の行事予定
ア
ル
バ
イ
ト
紹
介
方
法

変
わ
り
ま
し
た

今
年
度
か
ら
関
西
大
学
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
開
始
し
、パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
で
ア
ル
バ
イ
ト
情
報
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。詳
細
は
学
生
生
活

課
窓
口
、ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
学
生
部
）

新刊の�新刊の�
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ア
メ
フ
ト鎌倉 亮

社会学部４年次生

才
能
あ
ふ
れ
る
関
大
Ｒ
Ｂ
陣

の
中
で
も
、
屈
指
の
マ
ル
チ
プ

レ
ー
ヤ
ー
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、

ス
タ
ー
タ
ー
と
し
て
試
合
に
出

場
し
、
勝
利
に
貢
献
。
今
シ
ー

ズ
ン
、
イ
ー
グ
ル
ス
オ
フ
ェ
ン

ス
の
か
ぎ
を
握
る
。

騎馬 廣昭
社会学部４年次生

昨
年
か
ら
守
備
の
中
核
。
相

手
に
脅
威
を
与
え
る
ヒ
ッ
ト
と

冷
静
な
判
断
力
が
持
ち
味
。
リ

ー
グ
屈
指
の
運
動
量
で
イ
ン
タ

ー
セ
プ
ト
を
狙
う
。

大林 浩樹
経済学部４年次生

関
大
が
誇
る
ハ
ー
ド
タ
ッ
ク

ラ
ー
。
ケ
ガ
に
よ
る
２
年
の
ブ

ラ
ン
ク
を
乗
り
越
え
、
昨
年
中

心
選
手
に
成
長
。
今
季
は
副
将

を
務
め
、
チ
ー
ム
を
勝
利
へ
と

導
く
。

サ
ッ
カ
ー金 明徳MF

社会学部３年次生

関
大
が
誇
る
強
力
サ
イ
ド
ア

タ
ッ
カ
ー
。
精
神
的
に
も
強
く

相
手
に
決
し
て
ひ
る
ま
な
い
。

キ
レ
の
あ
る
ド
リ
ブ
ル
か
ら
正

確
な
セ
ン
タ
リ
ン
グ
に
注
目
。

古橋 勇希MF
社会学部３年次生

豊
富
な
運
動
量
を
武
器
に
相

手
中
盤
を
か
き
回
す
。
両
サ
イ

ド
ハ
ー
フ
を
こ
な
し
、
ま
た
基

礎
技
術
の
高
さ
に
は
定
評
が
あ

る
。
中
盤
で
の
彼
の
動
き
が
関

大
ゴ
ー
ル
を
演
出
す
る
。輿石 義章GK

文学部２年次生

安
定
し
た
守
備
で
好
セ
ー
ブ

を
連
発
す
る
。
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ

ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
若
干
課
題
が
残
る
が
、
潜
在

能
力
は
計
り
知
れ
な
い
。
こ
れ

か
ら
の
成
長
に
期
待
大
だ
。

硬
式
野
球増田 陽紀投手

社会学部４年次生

入
学
当
初
か
ら
リ
ー
グ
戦
に

登
板
し
、
現
在
で
は
関
西
学
生

リ
ー
グ
現
役
最
多
の
十
六
勝
。

関
大
の
エ
ー
ス
と
し
て
勝
利
に

貢
献
す
る
か
た
わ
ら
、
副
将
と

し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
。

坂口 直樹外野手
社会学部３年次生

一
年
次
生
の
春
か
ら
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
を
任
さ
れ
て
き
た
。

シ
ュ
ア
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
加

え
、
守
備
、
走
塁
も
プ
ロ
レ
ベ

ル
。
昨
年
秋
の
リ
ー
グ
戦
で
ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
を
獲
得
。
通
算
百

安
打
も
視
界
に
入
っ
て
き
た
。

田辺 佑介投手
文学部２年次生

一
昨
年
夏
の
甲
子
園
優
勝
投

手
。
百
四
十
�
を
超
え
る
ス
ト

レ
ー
ト
に
多
彩
な
変
化
球
が
持

ち
味
。
昨
年
秋
の
リ
ー
グ
戦
で

初
勝
利
を
あ
げ
、
今
季
は
貴
重

な
セ
ッ
ト
ア
ッ
パ
ー
と
し
て
力

投
中
。

中
央
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ
に
移
動
式
巨
大
観
覧
席

の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
移
動
式
観
覧
席
の
定
員

は
三
三
六
人
。
イ
ン
ド
ア
の

種
目
が
立
体
的
に
観
戦
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初

登
場
は
第
二
十
七
回
総
合
関

関
戦
。
こ
の
観
覧
席
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
を
観
戦
す
れ
ば
、
興

奮
も
倍
増
す
る
こ
と
う
け
あ

い
で
す
。

み
ん
な
で
、
関
大
チ
ー
ム

を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
時
期
、
四
年
次
生
諸

君
は
就
職
活
動
な
ど
で
気
が

休
ま
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
業
績
が
回
復
し
採
用
人

数
を
増
や
し
た
企
業
も
あ
る

よ
う
だ
が
そ
れ
を
実
感
し
て

い
な
い
者
も
多
い
と
聞
く
。

特
集
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
を
取
り
上
げ
た
。
学
生

諸
君
に
は
自
分
の
進
路
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

願
う
。

こ
れ
ま
で
本
紙
の
別
冊
と

し
て
開
示
さ
れ
て
い
た
関
大

の
予
算
・
決
算
は
、
か
つ
て

の
よ
う
に
本
文
に
組
み
込
む

こ
と
に
し
た
。
授
業
料
は
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
な

ど
、
学
生
諸
君
に
は
関
大
の

財
政
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
。

恒
例
の
関
関
戦
が
、
今
年

は
関
大
を
主
会
場
と
し
て
開

か
れ
る
。
昨
年
は
関
学
に
負

け
て
し
ま
っ
た
が
、
今
年
は

な
ん
と
し
て
も
関
大
に
勝
利

を
、
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
な

い
。
み
ん
な
応
援
し
よ
う
。

カ
イ
ザ
ー
関
大
�

（
明
神

信
夫
）

�編集後記�

河
上
省
吾
（
か
わ
か
み
し

ょ
う
ご
）
教
授
、
専
門
は

都
市
計
画
、
交
通
計
画
学

で
、
都
市
計
画
概
論
、
交

通
工
学
、土
木
計
画
学
（
い

ず
れ
も
共
著
）
な
ど
の
著

書
が
あ
り
、
土
木
学
会
論

文
賞
、
日
本
地
域
学
会
論

文
賞
、
同
功
績
賞
、
環
境

庁
長
官
表
彰
な
ど
を
受
け

て
い
る
。

������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

六
月
十
七
日
（
木
）
か
ら
総
合
関
関
戦
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
一
九
七
八
年
に
本
学
と
関
西
学
院
大
学
の
両
校
が
、
同

じ
日
程
、
同
じ
場
所
で
全
ク
ラ
ブ
を
統
一
し
、
試
合
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
伝
統
の
一
戦
で
す
。
二

十
七
回
目
の
今
年
は
、
ホ
ー
ム
で
の
開
催
。
わ
が
関
大
体
育

会
は
、
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
、
対
戦
成
績
を
十
五
勝
に
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
の
特
集
を
見
て
、
み
ん
な
で
い

っ
し
ょ
に
「
Ｇ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
�
」

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

硬
式
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
。
人
気

三
競
技
は
勝
利
の
期
待
が
持
て

る
。
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
�

�������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �����������������������

今
大
会
で
期
待
の
か
か
る
競

技
は
、
人
気
ス
ポ
ー
ツ
の
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
硬
式

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
だ
ろ
う
。
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、

昨
年
の
秋
季
リ
ー
グ
で
関
学
を

破
り
士
気
も
高
い
。
ま
た
、
四

月
か
ら
有
望
新
人
が
入
部
し
、

戦
力
が
充
実
し
つ
つ
あ
る
。
野

球
は
、
昨
年
の
春
季
、
秋
季
リ

ー
グ
戦
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も

二
位
。
サ
ッ
カ
ー
は
、
一
昨
年

の
全
国
大
会
で
三
位
、
昨
年
の

秋
季
リ
ー
グ
で
は
二
位
と
健
闘

し
て
い
る
。
こ
の
人
気
の
三
競

技
に
は
、
い
や
が
う
え
に
も
期

待
が
高
ま
る
。

６
月
１７
日
か
ら
３
日
間

３勝３敗４分（過去１０年）
△０―０△２６
○０―１●２５
△０―０△２４
△１―１△２３
○０―３●２２
○０―１●２１
●２―０○２０
△２―２△１９
●７―１○１８
●２―０○１７

関西学院スコア関西大回
サッカー

２勝２敗（過去５年）
○２―０●２６
●９―０○２５
●３―２○２４
○４―５●２３
―雨天中止―２２

関西学院スコア関西大回
硬式野球

３敗１分（過去４年）
○７―４０●２６
○３１―３５●２５
○１６―１７●２４
△１７―１７△２３

関西学院スコア関西大回
アメリカンフットボール

プラザ阪下自動車６月１６日
関大中央グラウンドサッカー６月１３日
関西学院大学室内プール水上競技６月１３日

関大道場重量挙６月１３日
服部緑地陸上競技場陸上競技部６月６日
新西宮ヨットハーバーヨット６月５・６日
高槻O２スケートリンクアイススケート６月５日

関大馬場馬術６月５日
関西学院大学弓道場弓道５月２９・３０日

場所種目日程
◆前哨戦

◆第１日目／６月１７日（木）
開会式
硬式野球、ソフトテニス、卓球、バレーボール、陸上ホッ
ケー、レスリング
◆第２日目／６月１８日（金）
ソフトボール大会決勝
アイスホッケー、古武道、ゴルフ、テニス、なぎなた、バ
スケットボール（男女）、バドミントン、ラクロス（男女）
◆第３日目／６月１９日（土）
大島鎌吉記念健康マラソン
アーチェリー、合気道、アメリカンフットボール、空手
道、器械体操、剣道、拳法、射撃、少林寺拳法、柔道、相撲、漕
艇、軟式野球、ハンドボール（男女）、フェンシング、ラグビー
閉会式
＊開始時間や場所など、詳細は次号でお知らせします。

コ
コ
に�
コ
コ
に�

K
U
K
U

人気３競技 戦力充実�

アメフト�昨リーグに続き勝利を�

注目�

1�
人気３競技 戦力充実�

注目�

2�

活
躍
を
見
逃
す
な�

期
待
の
選
手
た
ち�

活
躍
を
見
逃
す
な�

期
待
の
選
手
た
ち�

注目�

3

巨
大
観
覧
席
登
場�

中
央
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ�

巨
大
観
覧
席
登
場�

中
央
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ�

◆今後のスケジュール◆�

平成１６年（２００４年）５月１４日第 ３１７ 号 （１２）


